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令和４年度 第４回 長野県食と農業農村振興審議会 議事録 

 

                日 時：令和４年８月24日（水）13時30分～16時15分 

                会 場：長野県庁議会棟３階第１特別会議室 

                    別室（本館３階特別会議室） 

１ 開  会 

 

【山宮農業政策課企画幹兼企画課長】 

 それでは、ただいまから第４回長野県食と農業農村振興審議会を開会いたします。 

 本日の進行を担当します、私、農政部農業政策課企画幹兼企画課長の山宮英樹と申しま

す。議事に入ります前まで務めさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 本日は新型コロナウイルス感染症対策の一環としまして、一部委員におかれましてはウ

ェブ会議により御参加いただいております。よろしくお願いいたします。 

 次に、本日の審議会の委員の出席状況でございますけれども、審議会委員15名のうち、

ただいまウェブ参加も含めまして11名の御出席をいただいております。委員の過半数に達

しておりますので、長野県食と農業農村振興の県民条例第30条第２項の規定によりまし

て、審議会が成立していますことを御報告申し上げます。 

 それでは、開会に当たりまして、小林農政部長から御挨拶を申し上げます。 

 

２ あいさつ 

 

【小林農政部長】 

 御苦労さまです。農政部長の小林でございます。 

 本日は、第４回の長野県食と農業農村振興審議会を開催をいたしましたところ、委員の

皆様方におかれましては、大変御多忙の中にもかかわらず御出席いただきまして、誠にあ

りがとうございます。 

 また、本来でしたら第３回のときと同じように委員の皆様方に一堂に会していただいて

審議会開催する予定でございましたけれども、新型コロナウイルスが感染拡大をしている

という状況を踏まえて、一部ウェブを併用した形での審議会の開催となりますことにつき

まして、御容赦いただきたいと思います。また、ウェブ参加の方についても、御不便をお

かけしますけれども、御理解をいただきたいと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 さて、ウクライナ情勢ですとか、また円安の進行など、国際情勢が大きく変化すること

を受けまして、燃油や肥料などの農業用の物資の価格の高騰、さらには畜産の飼料の高騰

というようなことで、これらが非常に生産者の経営に大きな影響を与えてきている状況に
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なってございます。県としましては、６月の補正予算の中で、県独自の施策というような

形の中で、畜産の飼料価格高騰への支援ですとか、そういったものを打ち出してきている

ところでございますけれども、今後もこういった価格高騰の影響を十分見極める中で、国

が出していただける事業を積極的に活用するとともに、引き続き県としても独自の支援が

できるかどうかというようなことを生産者や関係者の皆様方の声を真摯にお聞きしなが

ら、対応してまいりたいと考えているところでございますので、どうぞよろしくお願いい

たします。 

 さて、第３期長野県食と農業農村振興計画につきましては、平成30年度に策定をしまし

て、本年度が最終年度ということになってございますけれども、本日は昨年度、令和３年

度の本計画に基づく実績レポートを取りまとめさせていただいたところでございますの

で、このレポートについて、条例の定めによりまして、県議会への報告並びに県民の皆様

への公表、これに先立ちまして、本審議会のほうに確認をさせていただきたいということ

で、御提出をさせていただいているところです。 

 内容につきましては後ほど担当のほうから説明をさせていただくこととしておりますけ

れども、昨年度の本県の農業農村総産出額、これにつきましては、農産加工などの農業関

連産出額については増加をしたものの、春先の降雹によりまして非常に大きな被害を受け

た果樹等の減額というようなことが影響しまして、農産物の産出額については一昨年より

下がってしまったという状況がありました。総額といたしましては、一昨年の3,119億円

から3,018億円ということで、全体的に下がってしまっているという状況になってござい

ます。 

 一方で、農産物の輸出についても取りまとめさせていただいたところでございます。こ

ちらにつきましては、総額で17億6,000万円余というようなことで、統計といいますか、

こういった数値を取りまとめて以降、最高の金額になっているという状況になってござい

ます。計画に位置づけられた目標の達成に向けて、計画最終年度、本年度においても、農

政部職員が一丸となって目標達成に向けた取組を進めてまいりたいと考えておるところで

ございますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 さて、７月にはこの審議会の現地調査ということで２回、現地調査を設定させていただ

きました。委員の皆様方には大変お忙しい中にもかかわらず、大変大勢の方に御参加いた

だきまして、誠にありがとうございました。大変数多くの場所を調査というようなこと

で、窮屈なタイムスケジュールになってしまったことについてはおわび申し上げたいなと

いうふうに思っておりますけれども、長野県の中の先進事例、優良事例を直接御覧いただ

きましたので、これらの調査のことも参考にしていただいて、今後の審議会の検討の中に

役立てていただければ幸いでございます。 

 本日は、前回の第３回の審議会の中において次期計画の骨子案を示させていただきまし

て、委員の皆様方からそれに対する御意見、貴重な御提言をいただいたところでございま

す。それらを基に事務局のほうで、今回につきましては、基本目標ですとか達成指標、ま
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た重点事項等々につきまして、さらに、より具体的なものを素案という形でお示しをさせ

ていただきました。これらの説明をさせていただいた後に、またこの素案に対して皆様方

のほうから御意見、御提言をいただきたいなと考えているところでございますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 ということで、本日は実績レポートの確認と素案に対する御意見というようなことで、

二つの大きな事項について御検討、御審議いただくわけでございますけれども、委員の皆

様方の忌憚のない御意見を積極的にお出しいただけるようお願い申し上げまして、私から

の冒頭の御挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

【山宮農業政策課企画幹兼企画課長】 

 ありがとうございました。 

 それでは、ここで配付資料の確認をさせていただきます。資料は事前に郵送させていた

だきましたけれども、会場に出席の皆様には改めて本日、お配りをさせていただいており

ます。 

 まず、次第のついた資料になります。その裏面をお願いいたします。配付資料ですが、

資料１、厚いものになりますが、実績レポート。資料２、策定のスケジュール、一枚紙の

もの。それから、資料３－１、Ａ３判のカラー刷りの横のものです。それから、資料３－

２、Ａ４判１枚の基本目標の候補になります。それから、資料３－３、Ａ４の横表で２枚

つづりになったものですが、達成指標。それと、参考資料といたしまして参考資料１、

２、３、４とございますが、委員の皆様からいただきました意見や現地機関からの意見等

の資料でございます。すみません、３－４が抜けましたね、資料３－４は計画の素案でご

ざいます。それと、参考資料４はＡ３判の横の表のものになっております。なお、参考資

料４でございますけれども、一部、資料の訂正がございます。これまでの取組状況と主な

成果のところの実績値等が修正になりました。本日、会場に御参加の皆様には配付をして

おりますけれども、ウェブで御参加の皆様には後ほど改めて郵送させていただきますの

で、よろしくお願いいたします。 

 資料のほう、不足等はございませんでしょうか。よろしいですかね。 

     （発言する声なし） 

 それと、先ほど、窓のほうを換気で開けさせていただきました。また、途中で換気等を

させていただく予定となっております。ちょっと蒸し暑かったりしますので、何か支障が

ありましたらお申し付けいただければと思います。よろしくお願いいたします。 

 次に、本日の審議会についての確認と御連絡でございます。本審議会は公開となってお

りまして、議事録も公表いたしますので、審議の内容を録音させていただきますことを御

承知お願いいたします。 

 それから、本日の審議会終了の予定ですが、おおむね16時15分を目途としていきたいと

考えておりますので、御協力をお願いいたします。 
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 それでは、これより議事に入りたいと思います。 

 議事につきましては、条例第30条第１項の規定によりまして、会長が議長を務めると定

められておりますので、末松会長にお願いしたいと存じます。 

 それでは、末松会長、よろしくお願いいたします。 

 

３ 会議事項 

 

（１）令和３年度における食と農業・農村の振興に関する施策の実施状況等について（令

和３年度実績レポート） 

【末松会長】 

 皆さん、こんにちは。本日もよろしくお願いしたいと思います。本日、第４回というこ

とになりました。最初の頃を思い出してみると、最初は完全にウェブだったのが、曲がり

なりにもこうやって皆様と対面でいろいろ議論ができるということは、よかったんじゃな

いかと思っています。ただ、新型コロナウイルス感染症、こういう状況の下で、事務局の

方々には本当に運営に気を遣って調整していただいたことに感謝申し上げたいというふう

に思います。 

 今日は二つのテーマを議論するわけですが、そのうちの素案のほうですね、既にすばら

しいまとめたものがあるというふうに、読んでみました。ただ、我々に与えられた使命と

いうのは、それをエッジを利かせたものにするとか、それぞれの立場で気づいたことをき

ちんと織り込んでいくということが大切なんだというふうに思っておりますので、先ほど

小林部長が言われたとおり、忌憚のない意見を言って、よりいいものにするように議論で

きたらいいというふうに思っております。 

 それから、現地視察させていただいて、これも計画を作るためには非常に役に立ってい

るというふうに思っています。本当にいろいろないい場所を見せていただいて、ありがと

うございました。また、私、参加して思ったんですけれども、現地の方々のお話を聞くの

と、最後に部長に要望されて、部長がそれに答えているところが一番面白かったので、や

っぱり現地の方々のお気持ちを県がこれからどうやって受け止めるかというのは大切なこ

とだと思いますし、それで一歩進めることについては、計画にも盛り込んで進めていくと

いうことが大切だと思います。今やっていることもすばらしいですけれども、それを一歩

進めるという観点で、いい計画を作っていければいいんじゃないかというふうに思ってお

ります。 

 そういうことで、今日も一日、これから審議をよろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、会議事項に入りたいというふうに思います。最初に、次第にあります「令和

３年度における食と農業・農村の振興に関する施策の実施状況について」を議題といたし

ます。これは、まず事務局から資料の説明をお願いします。 
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【山宮農業政策課企画幹兼企画課長】 

 改めまして、農業政策課企画幹のヤマミヤでございます。それでは、（１）番の実績レ

ポートの関係でございますが、資料１、第３期長野県食と農業農村振興計画令和３年度実

績レポート（案）を御覧いただきたいと思います。 

 初めに、実績レポートの趣旨でございますが、めくっていただきまして１ページの上段

にありますように、食と農業農村振興県民条例第８条の規定によりまして、毎年、県が講

じた食と農業・農村の振興に関する施策の実施状況を県議会へ報告し、その概要を公表す

ることになっております。本日はこれに先立ちまして、審議委員の皆様にレポートの内容

を御説明させていただくものでございますので、よろしくお願いいたします。 

 では、表紙の裏面、目次を御覧いただきたいと思います。このレポートの構成でござい

ますけれども、初めにレポートの総括を記載してございます。それから、第１章では令和

３年度の特徴的な動き・トピックスを、また、第２章では食と農業・農村の動向として、

農業農村総生産額及び農産物主要品目の生産実績の推移を、第３章では、計画の８つの施

策の展開別の取組状況を、第４章では、10広域ごとの取組状況、第５章では、重点的に取

り組む事項の取組状況をまとめております。本日はレポートの総括と昨年度の特徴的な動

き・トピックスを主に説明をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 また１ページを御覧ください。１としまして、食と農業・農村の経済努力目標の達成状

況についてでございます。農業農村総生産額、先ほど部長の挨拶の中でも触れさせていた

だきましたけれども、令和３年度は3,018億円で、昨年と比べまして101億円の減少となっ

ております。この総生産額のうち農産物産出額は2,017億円で、前年比109億円の減少とな

っております。減少の要因といたしましては、記載にありますとおりでございますが、花

きなど一部農産物につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響から回復傾向にあっ

たものの、野菜については豊作により主力の葉物野菜を中心に価格が安価であったこと、

また果樹では春先の凍霜害の影響などによりまして、主にリンゴの生産量が大幅に減少し

たことなどによります。 

 また、その下の項目にいきますが、農業関連産出額でございます。201億円で、前年比

８億円の増でございます。これは、ＥＣサイトの活用ですとかウェブ商談会への参加等の

販売力強化の取組によりまして、農産加工の産出額が増加したことなどによるものでござ

います。農産物の品目別の産出額、また、主要品目の生産実績につきましては、後段、第

２章に記載してございますので、また後ほど御覧いただければと思います。 

 続きまして、下段の２、達成指標の状況でございます。本計画では26指標29項目を目標

として設定しておりまして、進捗管理を行っております。ここに記載の15項目につきまし

て、令和３年度の目標を達成することができました。このうち、下にありますが、■にな

っております10個の指標につきましては、既に第３期の計画最終目標を達成したという状

況になってございます。また、８割以上の達成状況を見ますと24項目になっております
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が、個々の達成状況につきましては２ページ、３ページを御覧いただきたいと思います。

ここに全指標の状況が載ってございますけれども、表の一番右側に、それぞれ達成指標の

令和３年の目標に対する実績及び最終年度目標に対する実績の割合を記載してございま

す。多くが達成しておりますけれども、このうちいずれも８割未満となっている指標とし

ましては、４番の新規就農者の数の部分、以下、12番、15番、あと17番、23番、合計５指

標となっております。都市農村交流人口ですとかは新型コロナウイルスの影響を受けたも

のでありますけれども、これらの項目につきましては、これまでの取組の成果や課題を踏

まえまして、重点的な取組が必要と認識しているところでございます。 

 続きまして、４ページを御覧ください。３番の施策の展開別実施状況でございます。計

画の３つの基本方向、８つの施策展開ごとに、その主な施策の実施状況をダイジェストで

記載してございます。こちらも後ほど御覧いただきたいと思いますけれども、さらに詳細

につきましては後段の第３章の部分でも取りまとめさせていただいておりますので、併せ

て御覧いただければと思います。 

 では、７ページをお願いいたします。第１章、令和３年度の特徴的な動き、トピックス

を施策展開ごとに記載させていただいておりますので、幾つか取り上げて御説明を申し上

げます。なお、トピックの番号が星形になっている部分におきましては、新型コロナウイ

ルス感染症に関連する内容ということで整理をさせていただいておりますので、お願いい

たします。 

 ８ページ、施策展開１の部分でございます。トピック１、コロナ禍での就農相談会で

す。全国各地から参加できますよう、昨年度に引き続きましてオンラインによる相談会の

開催数を増やしまして実施いたしました。また、対面での相談というのもでき始めました

ので、新設されました銀座ＮＡＧＡＮＯの移住交流・就農相談コーナーで実施をいたしま

した。引き続き新規就農者の確保に向けましてウェブや対面を活用した取組を進めてまい

ります。 

 続きまして、９ページ、トピック４をお願いいたします。農福連携の推進でございま

す。現地調査でも松川町の取組を調査したところでございますけれども、多くの県民の方

に農福連携を知っていただくために、農福連携動画を作成いたしまして、テレビでのＣＭ

放送、ＹｏｕＴｕｂｅでの配信を行うとともに、合同庁舎等でパネル展示を実施いたしま

した。また、障害者の雇用実績がない障害者と障害者との作業体験を行うお試しノウフク

を実施するなど、農福連携の推進に向けて取り組んでいるところでございます。 

 続きまして、11ページをお願いいたします。トピック７、クイーンルージュの市場デビ

ューについてでございます。昨年９月に知事によります記者会見を行うとともに、ＪＡ全

農長野と協力いたしまして、３大都市圏の市場関係者向けに知事によるビデオメッセージ

を配信するなど、認知の向上を図っているところでございます。本年度はグランドデビュ

ーということで予定しております。 

 それから、資料13ページをお願いいたします。トピック13、荒廃農地を収益性の高い果
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樹園へ、でございます。こちらも現地調査で御覧いただいたところでございますが、長野

市綿内東町地区では、農地中間管理機構と連携いたしまして、国の補助事業を活用した果

樹園の圃場整備により、営農効率の向上や担い手への集積を図りまして、リンゴ高密植栽

培など収益性の高い栽培技術を導入しております。他地域においても、農地中間管理機構

と連携した高収益の畑作物への転換など、基盤整備の取組を推進しているところでござい

ます。 

 続きまして、14ページをお願いいたします。トピック15、農産物の輸出促進でございま

す。令和３年度の長野県農産物の輸出額は17億6,000万余円となりまして、平成25年に調

査を開始して以来、最高となっております。これは、高品質な本県農産物の台湾、香港の

富裕層での需要が高く、これらの地域へのブドウや桃、米の輸出が増加したこと、輸出国

先の輸出規制に合わせた生産出荷体制に的確に対応したこと、また、さらにコロナ禍にお

きまして海外でも内食需要が増加いたしまして、米等の輸出が伸びたことなどによるもの

と考えております。 

 それから、15ページ、トピック17をお願いいたします。食と農をつなぐＬＦＰプラット

フォームの形成です。新たな取組といたしまして、地域の農業者や流通業者など、食と農

に関わる多様なメンバーが協議検討を進める場づくりを行いまして、マーケティング、試

作品の製造等の取組を支援いたしました。県産エノキ入りのメンチカツの開発、学校給食

への提供など、地域の農産物を活用した持続可能なビジネスモデルの創出を図る取組を進

めているところでございます。 

 それから、資料の18ページをお願いいたします。トピック23でございます。こちらも稲

倉のほうの棚田を現地調査で御覧いただきましたが、棚田を核とした中山間地域の活性化

でございます。現地調査しました稲倉の棚田地域振興協議会と千曲市棚田保全推進協議会

が株式会社八十二銀行と、阿部知事立会いの下、県内で２件目となります棚田パートナー

シップを締結いたしました。八十二銀行は資金援助を行うとともに、田んぼの保全活動に

参加するなど、企業と連携いたしました棚田保全と地域活性化の取組の優良事例となって

いるところでございます。 

 それから、最後に19ページを御覧ください。21ページまで続いておりますけれども、令

和元年東日本台風災害における農地・農業用施設の復旧状況でございます。被災した施設

の農地・農業用施設の被害額は562億円と、記録が残る過去40年間で最大で、県では発生

直後から被災箇所の調査等の市町村支援を行ってきております。災害復旧事業の進捗率は

97％でございまして、令和３年度までに河川復旧工事の調整が必要な一部の農地や頭首工

などを除きまして、おおむね完了しているところでございます。残工事につきましては一

日でも早い復旧工事の完了に向けまして、引き続き市町村への支援などに取り組んでまい

ります。 

 以上、トピック等を中心に御説明をさせていただきましたが、会議事項（１）令和３年

度実績レポートの説明につきましては以上でございます。どうぞよろしくお願いいたしま
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す。 

 

【末松会長】 

 ありがとうございます。ただいま事務局から令和３年度の施策の実施状況について説明

がありました。この内容について御質問や御意見がありましたら、お願いをいたします。

これは一般の公開の前に、ここで意見をきちんと踏まえてということになっているという

ことであります。例年は何か、この実績を踏まえて翌年の発展方向について審議をいただ

くというふうに聞いておりますけれども、本年は次期振興計画を策定する年でありますの

で、この後、次期計画の内容について御議論いただくこととしておりますので、ここでは

レポートの記載内容やまとめ方などについての御質問、御意見を中心にお願いしたいとい

うふうに思います。 

 それでは、これはどなたからでも結構ですので、御意見を言っていただければと思いま

す。どなたかいらっしゃいませんか。ウェブで参加の方、御意見あれば、言っていただけ

ればと思います。 

 

【続木委員】 

 ２ページの達成指標別進捗状況一覧の中で、やはり新規就農者が目標値に対しても、ま

た令和４年の目標値に対しても72％ということで、落ちているんですけれども、この要因

というものは分かっているんでしょうか。 

 

【末松会長】 

 ありがとうございます。事務局のほう、どなたかお願いいたします。 

 

【荒井農村振興課長】 

 目標設定250に対して、目標を達成していない要因についてですが、基本的には農業の

新規就農者の確保については、ある意味、他産業との競争ということになろうかと思いま

す。近年とりわけ他産業での人手不足というような中で、他産業で雇用の需給が弱いとき

には、農業に新規就農される方も多かったんですが、近年特に経済状況等が変化する中

で、他産業からの引き合いも強いというようなことが一つ、大きな要因ではないかなと考

えているところでございます。 

 

【続木委員】 

 分かりました。 

 

【末松会長】 

 よろしいですか。 
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 ほかに、どなたか御意見、御質問はありますか。よろしいですかね。 

 どうぞ。 

 

【市川委員】 

 １ページの１番のところで、農産物の産出額で、約100億円落ちていると思うんですけ

れども、前年から比べてですね、これ、一番の原因はお米が約40億円ぐらい落ちていると

思うんですよ、昨年から比べると、米の価格が落ちているもので、40億円ぐらい落ちてい

ると思うんですけれども、価格が下がったから40億円落ちたかどうか分からないですけれ

ども、ここにはお米のことは入っていないんですけれども、私は米農家だから、あれなん

ですけれども、入れたほうがいいんじゃないかと私は思うんですけれども、どうですか

ね。 

 

【末松会長】 

 お願いします。 

 

【小林農業技術課長】 

 技術課長の小林です。おっしゃるとおり、米、全国的に需給緩和、それから豊作基調と

いう形の中で、非常に安かったという形で、大きな要因の一つではあると思いますので、

その点も含めて今後、記載を考えていきたいと思っております。よろしくお願いいたしま

す。 

 

【末松会長】 

 ということは、あれですかね、花の話、幾つかある要素の中で、お米も大きな要素であ

るということで、それもちゃんと書いていただくということですね。よろしくお願いしま

す。 

 

【山宮農業政策課企画幹兼企画係長】 

 一部補足させていただきます。実績レポートの24ページ、御覧いただきたいと思います

が、そこに品目ごとの内訳がございます。米、前年対比91.9％ということで減少しており

ますので、先ほどコバヤシ課長から申し上げましたとおり、記載内容についてはこれらも

踏まえて、また報告のときには修正等いたしまして対応したいと思います。よろしくお願

いいたします。 

 

【末松会長】 

 よろしくお願いします。 

 ほかに何かございますでしょうか。どうぞ。 
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【倉﨑委員】 

 ２ページの指標の進捗状況で、先ほど達成行かなかった部分の項目を挙げていただいた

んですが、15と17のところが極端に低い達成状況だと思うんですが、これは何か要因があ

ってこの数字になったんでしょうか。 

 

【村山農産物マーケティング室長】 

 農産物マーケティング室の村山でございます。今、委員からお話ございました15と17に

ついては、進捗が非常に停滞しているという形でございますけれども、両方ともコロナの

関係で、一つ目の15番については、おいしい信州ふーどそのもののキャンペーン等が中止

せざるを得なかったということで、新たな協賛企業の若干、開拓も、訪問してという部分

がちょっとできなかったということで停滞しているというのが一つございますし、あと、

17番についても、商談会そのものは、ウェブ等にシフトしながら充実はさせてきているん

ですが、リアルの対面という部分ができずに、全体的な回数が減って、それに伴って成約

件数が停滞しているといったような状況がございますけれども、実際の成約率自身は上が

ってきているということでございますので、両方ともコロナの影響をちょっと受けている

ということで御理解いただければと思います。 

 

【倉﨑委員】 

 分かりました。 

 

【末松会長】 

 よろしいですか。 

 ほかにございますでしょうか。 

 

【竹内委員】 

 すみません、今の倉﨑委員の御質問に関連してなんですけれども、２ページの15番の指

標のおいしい信州ふーどの運動協賛企業団体数ということで統計取っていただいてあるん

ですけれども、すみません、ちょっと私自身よく存じ上げなくて申し訳ないんですけれど

も、たしかこちらにはＪＡさんであったりとか、一部スーパーマーケットさんであったり

とか、そういったところが協賛団体となっていたかと思うんですけれども、主にそういっ

たところに対してアプローチして協賛を得ていくのか、どういったところに協賛を得ると

いうような趣旨か、教えていただきたいんですが。 

 

【村山農産物マーケティング室長】 

 今お話ございました協賛企業につきましては、食に関連する企業さんということで、食
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品製造業者とかですね、そういったところを含めて協賛いただいているところでございま

す。昨年１増えているんですが、実は３新しいところが増えて２減ったというところでご

ざいまして、こういう御時世もあって、一旦協賛を見送るというところもあったというこ

とでございます。 

 

【竹内委員】 

 ありがとうございます。 

 

【末松会長】 

 よろしいですか。 

 ほかに、ウェブの方もよろしいでしょうか。 

 それでは、まだ御意見あれば、また事務局のほうに言っていただければというふうに思

います。今回のレポートにつきましては、これから議論する次期長野県食と農業・農村振

興計画につながるものでございますので、事務局におかれましては今の御意見も踏まえ

て、きちんともう一度整理を、ほとんどいいんだと思いますけれども、整理をして公表し

ていただければというふうに思います。 

 一応、レポートの最終確認については会長である私に御一任させていただきたいと思い

ますので、よろしいでしょうか。よろしくお願いします。 

 

（２）次期「長野県食と農業農村振興計画」の素案について 

 

【末松会長】 

 それでは、続きまして会議事項（２）の次期「長野県食と農業・農村振興計画」の素案

についてでございます。これは、６月の審議会に提出した骨子案に対して、地方振興局等

ごとに開催した地区部会や関係団体からの御意見なども踏まえて、事務局で素案という形

で整理したということで理解しております。 

 それでは、まず、事務局より一括して御説明をお願いします。 

 

【塩川農業政策課長】 

 農業政策課長の塩川ひろ恵でございます。よろしくお願いいたします。着座にて失礼い

たします。それでは、私のほうから御説明させていただきます。 

 初めに、次期計画素案の説明に入ります前に、次期計画策定スケジュールと県の総合５

か年計画の策定状況について御説明いたします。資料２をお願いいたします。真ん中の審

議会の列を御覧いただきますと、次期計画の策定に向けまして、前回６月９日に第３回を

開催し、骨子案に対して委員の皆様から御意見をいただきました。その後、７月に現地調

査を実施、計画策定の参考としていただく県内の事例を調査していただきました。本日は
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次期計画の素案について御説明いたします。 

 また、今後の予定でございます。10月下旬頃までに、本日いただいた御意見も踏まえま

して答申案を策定いたしまして、個別に委員の皆様のところに直接お伺いする、あるいは

ウェブにより御説明を申し上げさせていただきます。11月18日に予定しております第５回

において、次期計画案の答申をいただく予定としております。その後、11月県議会定例会

の農政林務委員会において計画案を説明し、そこでも御意見をお伺いする予定でございま

す。12月から翌年１月にかけてパブリック・コメントを実施した上で、来年２月に計画を

公表する予定としております。 

 続いて、左の列の長野県総合５か年計画を御覧ください。こちらも来週の８月29日に第

４回の審議会を予定しております。県の総合的な政策の方向性について議論をいたしま

す。今後は、10月の第５回において次期計画の素案を提案、11月上旬の第６回で答申案を

お示しし、11月中旬頃に答申を行う予定となっております。その後、12月に次期計画の原

案を公表いたしまして、来年２月の定例会において議案として提出する予定となっており

ます。 

 次期計画の策定スケジュールに関してましては以上でございます。 

 続きまして、次期長野県食と農業・農村振興計画の素案について、資料３－１から３－

４により順次御説明申し上げます。 

 まず、資料３－１、次期計画素案の概要を御覧ください。最初に、次期計画の全体の構

成を御説明いたします。第１章では、計画策定の趣旨や計画期間に加え、食と農業農村を

取り巻く社会情勢の変化など、基本的な考え方を記載しております。続いて第２章では、

食と農業・農村の振興に関する施策として、１の基本目標から２の目指す姿、３の施策体

系、４の農業生産構造等の目標に続き、５で重点的に取り組む事項とし、最後に６の施策

の展開方法の順で記載してはいかがかと考えております。第３章では、地域別の発展方向

として、県内10地域ごとの特性を踏まえた将来の発展方向などを記載してまいります。 

 前回の第３回審議会提出資料との変更点でございますが、地域別の発展方向の後ろに重

点的に取り組む事項を記載していたところでございますが、今回の案では、10年後の食と

農業・農村の目指す姿の実現に向け、現状の課題や社会情勢の変化などを踏まえて、今後

５か年間で特に注力していく事項として、重点的に取り組む事項を施策の転換の前に位置

づけたものでございます。 

 続きまして、資料３－２、基本目標の候補を御覧いただきたいと思います。まず、第４

期の基本目標設定の考え方について御説明いたします。記載したとおり、前回の計画策定

時と比べますと、少子高齢化による人口減少、地球温暖化のさらなる進行に加え、新型コ

ロナウイルス感染症の拡大、ウクライナ情勢、円安の進行など、国際情勢も大きく変化し

てきております。 

 それにより、本県の農業を取り巻く状況といたしまして、農業者のさらなる減少や雇用

人材の確保が困難となることが見込まれますが、今後も農業を持続可能で成長性のある産
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業として発展させていくことが何よりも重要と考え、未来の担い手となる子供たちが憧れ

るような稼げる農業の実践が求められております。 

 また、農村では都市部に比べて人口減少が顕著ですので、農業生産活動への影響だけで

はなく、地域ぐるみで行う様々な農村コミュニティー活動への影響が出ております。自然

豊かで美しい農村を維持していくためには、都市住民との交流や移住のさらなる促進を図

り、多様な人材を受け入れていくことが求められている時代となっています。 

 さらに、食におきましては、消費者の価値観や流通の形が多様化しており、地産地消や

健康への関心も高まっておりますので、単に食材の提供だけにとどまらない普遍的な価値

が求められております。 

 以上のような情勢の変化や、食と農業・農村を取り巻く状況を踏まえ、次期計画の目標

設定に関しましては、中段のキーワードのとおり、例えば、つながるというキーワード

や、持続的な農業、豊かな暮らし、子供たちへの教育などといったものを考えているとこ

ろでございます。 

 以上から、次期計画の基本目標といたしまして、上段の四角で囲んだ５つを候補として

お示しいたしました。未来に続く、信州の豊かな農業・農村と食、未来に続く、魅力あふ

れる農業・農村と信州の食、未来につながる信州の豊かな農業・農村と食、人と地域が育

む持続可能な信州の農業・農村と食、豊かさを創造する魅力あふれる信州の農業・農村と

食、でございます。こちらについても後ほど御意見をいただきたいと思います。 

 続きまして、資料３－３、達成指標案を御覧いただきたいと思います。先ほど令和３年

の実績レポートの説明がございましたが、こちらの決めた目標については同じような形で

進捗管理をするようになると思います。現計画では26項目の達成目標がございますが、次

期計画の達成目標の案をお示しいたしますので、御意見をお願いしたいと思います。 

 左側の列が現在の指標でございまして、右側の列が次期計画の案でございます。列の間

に矢印のある指標は引き続きの指標、Ｎｅｗという項目につきましては新たに達成指標に

設定してはどうかと考えているものでございます。 

 次期計画の主な達成指標を御説明いたしますと、大きな１の１、皆が憧れる経営体の育

成と人材の確保では、多様な人材として農ある暮らしを始める方々を拡大していく指標と

して、４番、空き家付き農地の取得件数を新たに設定しております。また、下段の２の稼

げる農業の展開と信州農畜産物の持続的な生産では、果物の王国づくりの推進の施策の指

標として、２ページの14番、果実産出額を新たに設定いたしました。また、スマート農業

の推進による生産性の向上の指標といたしまして、15番、土地利用型作物を生産する経営

体におけるスマート農業技術導入率や、３ページになりますが、26番、自動化・遠隔化さ

れた農業用水利施設の水門数を新たに設定しております。さらに、有機農業など持続可能

な農業の面的拡大の施策では、すみません、２ページに戻っていただきますと、16番、持

続可能な農業に取り組む面積や、17番、オーガニック・ビレッジ宣言をした市町村数とい

う指標も新たに設定しているところでございます。また、２ページ３の実需者ニーズに対
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応した県産農畜産物の販路開拓・拡大の稼ぐ力の強化につながる輸出の施策には、現行と

同じく、19番、県産農畜産物の輸出額を引き続き設定しております。 

 また、下段の大きな２の１番、農的つながり人口の創出・拡大による農村づくりでは、

自治会や社会福祉協議会などと連携して、農村の集落機能や自治機能の維持向上を図って

いくため、24番、農村型地域運営組織数を新たに指標として設定しております。 

 最後に、３ページ、大きな３番の１です。食の地産地消をはじめとするエシカル消費の

推進では、有機農産物などの環境に配慮して生産された農産物の消費拡大を図っていくた

め、30番、有機給食実施（献立のある）の学校の割合を新たに指標として設定しておりま

す。 

 達成指標の数について、26に対して４つ増え、30としたいと考えております。次期計画

の達成指標の案につきましては以上でございますので、こちらについても御意見をお願い

いたします。 

 続きまして、資料３－４をお願いいたします。次期計画素案でございます。まず、表紙

に概要説明というのを記載しておりますけれども、この資料につきましては、次回の審議

会における答申のレイアウトを御検討いただくための資料です。最初の目次、第１章から

第２章の７ページまでの施策体系までは、答申案の内容となっております。８ページ以

降、４の農業生産構造等の目標、５番、６番、第３章につきましては、イメージを示させ

ていただくものとなっております。内容については今後、詳細を詰めてまいりたいと考え

ておりますので、御承知をお願いいたします。 

 なお、23ページから26ページにつきましては、大きな１の１、皆が憧れる経営体の育成

と人材の確保のみがついておりますが、これは冊子の掲載のイメージを記載しております

ので、最終的にはそういった形で目標値も含めて記載されるというふうに御覧いただきた

いと思います。 

 それでは、次期計画の素案につきまして、要点をちょっと御説明させていただきます。

まず、１ページにお戻りいただきまして、１ページから３ページにかけまして、計画の推

進に必要なそれぞれの役割といたしまして、農業者、それから、２ページになりますと農

業団体、農産物の流通・加工・販売を行う事業者、市町村、消費者・県民、最後に県の役

割を記載しております。特に農業者の役割につきましては、安全安心で質の高い農畜産物

の安定供給と、農村資源の維持保全の主体としての役割に加えまして、特に持続可能な農

業の実現をさせるため、環境にやさしい農業の実践や未来の担い手となる子供たちが憧れ

るような稼げる農業を実践していただくことが期待されます。また、消費者・県民の役割

として、ＳＤＧｓやエシカル消費の観点から、県産農畜産物を積極的に購入するととも

に、農村環境の保全活動に参画し、農業者と協働して農村コミュニティーを支えていただ

くことが期待されます。 

 続いて、５ページでございます。基本目標の考え方につきましては、資料３－２で先ほ

ど御説明をいたしたとおりでございます。２番の目指す姿でございますが、おおむね10年
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後の目指す姿を記載しております。食は私たちの生活には欠かせない大切なものであり、

その食を安定的に供給している産業が農業です。農業は、魅力にあふれた農業にさらに発

展させていくとともに、農村は、住んでいる人、住みたいと思っている人の満足度の高い

豊かな農村を実現していくことを食と農業・農村の目指す姿としております。 

 （１）農業の目指す姿といたしましては、子供たちが憧れ、将来の職業に選ばれて未来

の担い手に継承されている、国内トップクラスの魅力ある農業が展開されている、減少す

る農業者の受皿となり地域農業を牽引する売上高10億円以上の大規模農業法人が現れてい

る、多様な担い手、人材が地域で生き生きと活躍している、と考えております。 

 ６ページをお願いいたします。（２）農村の目指す姿といたしまして、多様な人材や企

業が共生・協力し合う地域づくりが進んでいる、自然災害への対応により、農村での営農

と暮らしが継続している、農地の利用区分の明確化により農村環境も維持されている、と

考えております。 

 （３）食の目指す姿では、本県の農畜産物の魅力や価値を県民が共有し情報発信してい

る、ＳＤＧｓやエシカル消費などの関心が高まり、率先して消費者は地元の畜産物を購入

している、県内の観光分野や学校給食等の事業者にも県産農畜産物の価値や意義を理解さ

れ、地産地消の取組が拡大している、と考えております。 

 続きまして、７ページ、施策体系案を御覧ください。前回の第３回審議会でお示しした

次期計画の骨子案から加筆修正した箇所に下線を引いておりますので、主な変更点を中心

に御説明いたします。これまでにも、県民の皆様が分かりやすい計画にすべきとの御意見

を多くいただいておりましたので、Ⅰ－１のアでは、中核的経営体がイメージしやすいよ

うに「信州農業をけん引する」を加筆いたしました。ウでは、前回地域計画（人・農地プ

ラン）であったものを「地域農業の将来像の明確化」としております。さらに、Ⅱです

が、前回のウエルビーイングから「しあわせで真に豊かな暮らし」としているほか、１の

エでは、前回の農村ＲＭＯから「農村型の地域運営組織」と変えたところでございます。 

 また、前回の審議会で委員の皆様からも様々な御意見をいただきました。Ⅰの憧れや稼

げるについてですが、次期計画の目指す姿をおおむね10年後に設定しており、参考に申し

上げますと、県の総合５か年計画のターゲットイヤーが今のところ2035年とされていると

ころがございまして、その頃、子供たちが憧れ、将来なりたい職業として農業を意識して

選んでもらえるような産業とするためには、農業を稼げる産業へ成長させていかなければ

ならないという思いがございますので、憧れや稼げるの言葉はそのまま残してはいかがか

と考えております。なお、稼げるという定義でございますが、他産業並み、それ以上の世

帯所得が得られる農業を想定しているところでございます。 

 さらに、新たな柱といたしまして、Ⅰの１のイでは、新規就農者への支援をより充実さ

せるべきとの御意見を踏まえまして、イの新規就農者の安定的な確保を特出しいたしまし

た。同じくⅠの２のイでは、今後の展開方向を示す意味でも、果樹やブドウでの特出しは

すべきとの御意見を踏まえまして、ア、くだもの王国づくりの推進も新たに特出ししたと
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ころでございます。主な変更点は以上となります。 

 続いて、８ページでございますが、農業生産構造等の目標を記載しており、次期計画の

経済努力目標としましては、現計画に引き続き、農業農村総生産額による目標としてまい

りたいと考えているところです。９ページ、施策の達成目標は先ほど御説明したとおりで

ございます。 

 続いて、10ページの重点的に取り組む事項（案）を御覧ください。現計画の重点的に取

り組む事項は、他分野との連携により取り組む事項を記載してまいりましたが、次期計画

の重点といたしましては、今後５か年間で特に注力していくものを位置づけまして、計画

的、戦略的に進めてまいりたいと考えております。 

 プロジェクト１、大規模経営体等の信州農業を担う人材の確保と育成、プロジェクト

２、日本一を目指す果樹四大品目（リンゴ、ブドウ、梨、桃）の産地力向上、プロジェク

ト３、デジタル技術等の活用による農業の生産性向上と豊かな農村生活の実現、プロジェ

クト４、有機農業の面的拡大や地球温暖化緩和技術の開発等による持続可能な農業と食の

展開の推進、プロジェクト５、信州農畜産物の輸出拡大の５つとすることを検討しており

ます。プロジェクトの具体的な内容や進め方につきましては、これから詰めていくことと

しておりますが、こちらについても皆様より御意見をいただければと思います。 

 続きまして、11ページ、施策の展開を御覧ください。それぞれの先ほどお示ししました

施策の柱に事業をぶら下げたものとなります。主なものを御説明します。基本方針Ⅰ－１

では、アの二つ目の●大規模農業法人の成長支援として、売上げ10億円以上の経営体を育

成するためのエグゼグティブ研修などを実施してまいります。４つ目では、農業や農村に

おける女性の活躍を支援してまいります。 

 12ページをお願いいたします。ウの一つ目の●です。人・農地プランの法定化に伴う地

域計画の策定や、３つ目の家族経営体への支援を進めるとともに、下段のエの二つ目の●

では、農ある暮らし支援を拡充してまいります。 

 13ページをお願いいたします。基本方針Ⅰ－２では、アのくだもの王国づくりの推進

で、特にブドウにつきましては日本一の無核ブドウ産地づくりを推進してまいります。 

 14ページをお願いいたします。イの土地利用型作物の二つ目の●です。米などの生産体

制の再構築としまして、収益の上がる麦、大豆、ソバの生産体制の構築を進めてまいりま

す。 

 16ページをお願いいたします。ウのスマート農業につきまして、一つ目の●の基盤整備

と併せた導入支援のほか、４つ目でございますが、農業水利施設の自動化・遠隔化の推進

は、省力化はもちろんでございますが、災害時の安全確保にも寄与してまいりたいと考え

ております。エの有機農業などの持続可能な農業につきましては、一つ目の●のみどりの

食料システム法への対応を進めるほか、４つ目の市町村の取り組むオーガニック・ビレッ

ジへの支援など、面的拡大を進めてまいります。また、次ページ、オの技術の開発・普及

にもつながりますが、試験場において有機農業への情報収集・分析や、環境に配慮した持
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続可能な農業の技術開発などを進めてまいります。 

 18ページをお願いいたします。基本方向Ⅰ－３、イでは、現計画から引き続き、稼ぐ力

の強化につながる輸出の拡大を進めてまいります。 

 19ページをお願いいたします。基本方向Ⅱ－１のアでは、地域農業の将来像を地域で話

し合って明確化した地域計画により、適切な農地利用を進めてまいります。さらにエで

は、自治会や社会福祉協議会などと連携して組織化を進めることにより、農村コミュニテ

ィーを維持してまいります。 

 20ページをお願いいたします。基本方向Ⅱ－２では、アの災害から暮らしを守る農業・

農村の強靱化を図るため、一つ目の●のように、防災重点農業用ため池への防災対策工事

を実施してまいりたいと考えております。 

 21ページをお願いいたします。基本方向Ⅲ－１、地産地消をはじめとするエシカル消費

の推進では、アの地産地消・地消地産の推進として、農産物直売所の販売力強化や観光誘

客力の向上を図るとともに、サーキュラーエコノミーの推進により、食料自給率の向上や

食料安全保障などにつながることを期待しております。また、イについては、これまで県

産農畜産物の消費拡大に取り組んでまいりましたが、これからは有機農産物など環境にや

さしい農産物の消費拡大を図るため、学校給食での活用を促進してまいります。 

 22ページをお願いいたします。基本方向Ⅲ－２です。イの食育・農育の推進として、３

つ目でございます、信州のプロスポーツチームと連携した農育の体験機会を支援するとと

もに、４つ目の●では、ピクトグラムを活用した見える化により食育を進めてまいりま

す。 

 最後に、27ページ以降では地域別の発展方向を記載しており、現時点では県内10広域ご

との地区部会における検討状況を記載しております。 

 次期計画の素案につきましては以上でございます。 

 続きまして、参考資料について若干触れさせていただきますので、よろしくお願いいた

します。参考資料１でございますが、前回の審議会において各委員の皆様からいただいた

御意見、御提言を施策体系ごとに落とし込んだものになります。最初の全体を通じてで

は、もう少し尖った目標があったほうがよいのではないかや、分かりやすい内容にしてほ

しいなどの御意見がありました。 

 Ⅰの信州の農業では、１のイ、家族農業でもしっかり稼げるような施策が必要や、ウの

農福連携による付加価値の向上への支援が必要、２の稼げるの程度は人によってばらつき

があるなどの御意見のほか、２ページではア、園芸作物の特出しはぜひやっていただきた

いなど、様々な御意見をいただきました。Ⅱの信州の農村でございますが、１のア、棚田

保全のような人の呼び込みに対する支援も必要や、３ページでは、２、自然災害への対策

も必要などの御意見をいただきました。Ⅲの信州の食では、１のア、地産地消、地域で回

す発想が必要や、イ、有機農業などによる商品価値を消費者に伝える必要、２のイ、親も

食を学べる機会があればよいなどの意見のほか、共通視点である食料安全保障に関する御
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意見もいただいたところでございます。 

 続いて、参考資料２を御覧いただきたいと思います。こちらにつきましては、現地調査

の状況や御意見をまとめたものでございます。委員の皆様、お忙しい中、御参加ありがと

うございました。出席されていない回につきましては、どうぞお目通しを後ほどしていた

だければと思います。よろしくお願いいたします。 

 続いて、参考資料３を御覧ください。左側の列につきましては、農業関係団体や実需

者、部内の若手職員などとの意見交換で出されました主な意見を記載したものでございま

して、右側の列につきましては、10の地域振興局で開催されました地区部会で出されまし

た主な意見を施策体系に落とし込んでまとめたものでございます。それぞれのお立場で

様々な御意見を頂戴しており、こちらのほうもしっかり受け止めさせていただきまして、

施策へ反映できる部分については反映してまいりたいと思っておりますので、よろしくお

願いいたします。 

 参考資料４につきましては、10地域の地区部会で検討されている内容をまとめたもので

ございますので、こちらのほうについても御覧いただきたいと思います。 

 実施計画の素案に関しましては、以上となります。 

 

【末松会長】 

 ありがとうございます。ただいま事務局から計画の素案について御説明がありました。

これより意見交換に入りたいと思います。 

 まず、素案についての意見交換に入りたいと思います。素案につきましては、前回の第

３回審議会に提出した骨子に対する御意見などを踏まえて作成いただいたものということ

だというふうに思っています。御覧になった中にこのような点も入れ込んだらどうかとい

ったものなどありましたら、御意見をいただき、記載するかどうかなどを議論してまいり

たいと思います。 

 まずその話をして、次期計画の基本目標の候補につきましては、今御説明ありましたけ

れども、素案全体とは分けて意見交換したいと思いますので、まず今は基本目標以外の部

分で、各委員から１人５分を目安に御意見をいただきたいというふうに思います。この部

分は全員の委員の皆様に御意見いただきたいと思いますので、名簿の順番で御意見をいた

だければというふうに思います。また、何人か意見をいただいたところで、必要があれば

県のほうにコメントをいただければというふうに思います。 

 名簿で見ますと、ウェブ参加しておられる矢島委員、まずお願いしてよろしいでしょう

か。 

 

【矢島委員】 

 矢島りえと申します。よろしくお願いします。事務局の方には素案の作成に御苦労いた

だき、ありがとうございます。全体の構成についてはよいと思いますが、資料３－１のと
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ころの第２章の３の１のア、中核的経営体という言葉が出てきているんですけれども、５

の重点的に取り組む事項のところでは大規模経営体となっていて、中核的経営体という言

葉がなくなってしまっているんですが、そこについてちょっとお聞きしたいです。 

 それから、３の２の２、安全安心で持続可能な農業・農村づくりとありますが、この安

全安心という言葉が、資料３－４の７ページ、それから20ページでは安心安全となってい

るので、そこのところ、言葉を共通したほうがいいんじゃないかと思いました。細かいと

ころですみません。 

 それから、資料３－１の第３章のところの佐久のところにグリーン栽培とありますが、

諏訪のところではグリーン農業となっています。これらは多分同じことを意味しているの

ではないのかなと思っているので、ここら辺も意図的に言葉を変えているのか、そうでな

ければ統一したほうがよいのではないかと思いました。 

 それから、資料３－３についてですが、達成指数１の５のところで、マイスターの認定

数ということで新しく項目に入っているんですが、私、マイスターの前会長でしたが、マ

イスターの役割の大きさ、重要性を再確認しております。ここ数年、コロナの影響もあり

ますが、なり手が少なくなっているということを実感しております。ですが、一昨年、地

域おこし協力隊の方が認定されました。他分野から入られた方が様々な視点で長野県の農

業を考えていくことができるのではないかと期待しております。このように、農業女性だ

けではなく、農業に興味のある方をいろいろな分野から募集できたらいいなということ

で、農村生活マイスターの募集要項の見直しなどもしていかなければいけないのかなと思

います。それから、県のほうでも多くの方に声かけをして、なるべく多くの方にマイスタ

ーになっていただけたらと思っております。 

 資料３－４についてですが、21ページの３の１のイ、学校給食の県産食材の利用につい

てですが、私も諏訪市で学校給食への食材提供をしていて、栄養士会との会議も行ってい

ます。その中で、とにかく食材が欲しいのに提供してくれる農家が少ないというのが毎年

の問題になっています。先日の現地調査で訪れた松川町の有機給食届け隊の方のお話の中

にも、一番には、行政がリーダーとなり働いてくれたからこのプロジェクトが成功したん

だというお話がありました。学校給食の県内産食材の利用率を上げるには、この中に学校

給食用の食材、農産物等の生産拡大という内容が必要ではないかなと思いました。 

 あとは、持続可能な農業をこれから目標としているんですけれども、環境にやさしい農

産物の認証を私も取っているんですけれども、やはりそれを取ったことによるメリットと

いうのがあまり感じられないというのがあって、なかなか数が増えていかないというとこ

ろもあると思うので、やはりそこら辺を県のほうでもっとＰＲしてほしいと思っておりま

す。 

 また、この振興計画を県民の方々に広く知ってもらうことが大切だと思うので、何とか

この振興計画を広めるために、県とマイスターも努力していかなければならないなと思っ

ております。 
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 以上です。 

 

【末松会長】 

 ありがとうございます。 

 引き続いて、中村委員、お願いします。 

 

【中村委員】 

 こんにちは。よろしくお願いします。５分いただいているので、ちょっと最近思ってい

るようなことも含めながら話していきたいと思うんですけれども、８月に入って、私はリ

ンゴがメインで生産していますけれども、収穫が始まって、いろいろな品種、今、つがる

に入っているんですけれども、このくそ暑い中、くたくたになりながら、私も含め従業

員、仕事しているんですよね。本当に農業というのは私は、やっぱり大変だと思います、

体も使うし、今は頭も使わなきゃいけないし。 

 そういう中で、ワードとして稼げるということが出てきているんですけれども、今、う

ちから独立した新規就農者の人たちが13人ぐらいいるけれども、彼らが最初に来た理由と

いうのは、決してお金をうんともうけたいとかそういうことではなくて、やっぱりほどほ

どの売上げがあって、そして、自然の中で家族と仕事ができるだとか、他産業ですごい苦

労しちゃったから農業やりたいとか、そういった理由の人が多くて、今いる子たちも将来

に向かって、がんがんお金もうけしてやっていくぞなんて思っている人は、私の範疇では

皆無なんですよね。 

 ここにも出てくる、例えば有機農業とか、スマート農業だとか、10億円の経営とか、本

当に口で言うのは簡単だけれども、そんな世の中甘いもんじゃないし、私がやっと去年、

おととし、１億円の売上げになったけれども、それまでに40年かかっているからね、これ

から10億円になるのに、もう当然俺は生きているわけないし、孫の代になったってリンゴ

で10億円なんて無理だと思うので、ちょっと私自身は、理想はいいけれども、あまりにも

現実とかけ離れたことを簡単に書かれているし、言っているようなイメージを持ちます。

だから、でも、それは目標だから仕方ないといえばいいんだけれども、でも、違和感はす

ごく感じますね、こういうものを見ながら。実際のところはそんな簡単なものじゃないの

で。 

 そんなことを思いながらも、やっぱり一番のことは、結局リンゴでも何でも価格が今の

1.5倍ぐらいになれば何も問題ないんですよ。だけど、それができないよね。だけど、一

番問題は、それこそ稼げない、もうからないということなので、何とか農産物の値段を上

げる、そうすれば、というか、答えはもうそこしかない、もうかるというのに。そういう

意味では、例えば今の素案の中でも、一番の現状と課題の中にそういうことは載っていな

いですよね。だから、やっぱり農産物を高く売る、それで所得が上がる、それで農業って

繁栄していくんじゃないですかね。なので、誰もが憧れる農業なんていったって、そんな
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ことは100年たって無理に決まっているから、現実にとにかく農産物を高く売れるような

システムと、システムというか、要は日本全体のコンセンサスだと思うんだけれども、国

産のものは、例えば、極端に言うと今の倍しても、やっぱりそれが国を守ることだといっ

て買ってくれるお客さんたち、人たちになってもらいたいと思うけれども、そういう時代

じゃない限りは、もうかる農業の先は絶対ないと私は思います。やっぱり結局、付加価値

をつけて高く売るということだと思うので、そこの一点なので、将来に向けても。 

 それで、また話が戻りますけれども、先ほどの10億円という話だけれども、私も前回も

言ったけれども、１億円ですら達成できない農家がいるので、私は目標は１億円、まず取

りあえず１億円頑張ってやるんだというところに持っていってほしいなというふうに思い

ます。あとは、さっきの言葉ですよね、皆が憧れる、稼げるというのは、その言葉遣いは

私は反対です。 

 以上です。 

 

【末松会長】 

 ありがとうございます。 

 引き続き、山下委員からお願いします。 

 

【山下委員】 

 お疲れさまです。山下です。よろしくお願いいたします。全体的に、いろいろと考えて

いただいて、前回よりもよいものが出来上がっているかなというふうに思いました。 

 その中でちょっと、以前からずっと環境というか、炭素貯留のところで、果樹は炭素貯

留量があるよというのを入れたらどうかという話をさせていただいていたかと思うんです

けれども、ちょうど取引先の中で前回、フォーパーミルイニシアチブの考え方のちょっと

勉強会を受けたんですが、その中で山梨県が今、取り組んでいて、そういったブランド化

というか、新たな付加価値としてそういった考え方を取り入れているというのを目にしま

して、長野県もくだもの王国を今回目指すという、果物に特化したところを入れていただ

いた中で、そういった部分も取り入れてはどうかなというふうに思いました。 

 先ほど中村さんもおっしゃっていたように、私たちのところにも新規就農の方であると

か、法人に就職して農業をやりたいという形で来られる方がいらっしゃるんですが、ばり

ばり稼いでやろうという人は確かに私の範疇でもいないかなと思います。やっぱり他産業

から来る方は、家族との時間をもう少し持ちたいから、家族と近く、一緒にできる農業が

やりたいであるとか、自然の中で働くことができるというところに魅力を感じているとい

う部分があるので、憧れるという部分で、そうですね、前回も半農半Ｘみたいな話があり

ましたけれども、信州のこの環境の中で、自然環境の中で働くというところに魅力がある

というところもしっかり打ち出していただいたらいいかなというふうに思います。 

 すみません、私ちょっと、果樹なのですごくリンゴに特化した部分になってしまうんで
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すけれども、現地調査に行った綿内の農地整備事業にすごく感銘を受けたんですけれど

も、ああいったことをこれから県並びにいろいろな市町村で推進していくのであれば、そ

ういったことを取り組んでいく部分も目標とか達成指標の中に入れてみたらどうかなとい

うふうに思います。 

 以上です。 

 

【末松会長】 

 ありがとうございました。 

 ここでちょっと、幾つかあった質問について、県のほうからお答えいただければと思い

ます。時間の関係もあるので、意見について採用する、しないとか、どう考えているかと

いうことは結構ですので、簡単な事実関係など、コメントをください。 

 

【荒井農村振興課長】 

 中核的経営体、大規模経営体の表現につきましては、精査をしながら記載してまいりた

いかというふうに考えております。 

 それと、農村生活マイスターの認定に関しましては、現在の食農計画には女性の指標は

ありませんが、県の制度であるマイスターの認定数を入れさせていただきたいと考えてい

ます。あわせて、農村女性の関係については、従来、農村女性プランというものを別途定

めていましたが、現在その農村女性プランについて関係者の方々から意見を伺っておりま

すけれども、これらを含めまして、女性に関する事項について検討させていただきたいと

思っております。 

 

【吉田園芸畜産課長】 

 グリーン栽培、グリーン農業、ちょっと表現が統一されていない部分は、こちらのほう

で統一させていただきたいというふうに考えてございますので、整理させていただきま

す。 

 

【末松会長】 

 また全体について県のほうでコメントあれば、後でしていただくことで、順番にまたお

願いしたいと思います。 

 武重委員、お願いします。 

 

【武重委員】 

 よろしくお願いします。冒頭に、苦労していただいて大変なことを承知しながらであり

ますが、昨日になってかなりボリュームのある資料が届きました。他の会議もある中で、

もう少し時間をいただければ、しっかり見ることができます。余裕を持った事前資料配布
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を、要望をしておきます。 

 中身ですが、３－１の資料と３－３の資料で感じたところなんですけれども、施策の体

系の２にアンダーラインが引いてあります、「しあわせで真に豊かな暮らし」という表現

の部分があります。言わんとしている思い、気持ちはよく分かるんですけれども、「真に

豊かな暮らし」というのは「豊かな暮らし」との違いがどうなんだろうとなります。３－

３の資料の指標で、どういうふうに測るかというと、従前の荒廃地だとか交流人口だと

か、あるんですけれども、真に豊かな暮らしというところの指標はなかなか難しいと思い

ます。指標の持ち方で何を目指して行くのか、「真に豊かな暮らし」とは？が見えてきま

す。他の委員の発言からも農業をしながら幸せになろうという方は、必ずしも1,000万円

収入のある人に比べて2,000万円ある人が２倍幸せかというと、そうではないよというと

ころも含めてでありますが、皆さんの幸せ感というか、農業に何を求めるとか、農村に何

を求めるというところで、ちょっと指標の作り方なり示し方を含めて、もう少し掘り下げ

たほうがいいと思います。 

 それから、３－３の資料で、稼げる農業という言葉を使った場合には、得られた収入、

そこからかかった経費を引いて所得ということになります。３－３の資料で、稼げる農業

ということに対しての指標は何をもって測っていくかといったら、リンゴの面積とか生産

量だとか、圧倒的に生産に関わる量を増やしたり、収入の部分で応えるものが多くて、Ｎ

ｅｗのところで、例えば16番のところにあるように、持続可能な農業に取り組むための面

積というふうに書いてあります。全体的な動きの中では、県も一緒に検討いただいている

ところでありますが、例えば肥料を削減するとか、さらには、現在の価格高騰、コスト高

騰の中では、肥料や飼料も、他が高くなってきているので、もう少し地域で確保（生産）

できないかとか、畜産を中心とした有機肥料とか、循環型農業というように、コストを抑

えていくというような指標が必要かなと思います。さらには買い支えも含めて、オーガニ

ックも市町村数ということで、なかなか捉えるのが難しいんですけれども、そういった捉

え方がもう少し具体的に、何かいい指標があればなというふうに思いました。 

 ３－４の資料でありますが、10ページのところで、プロジェクト４というところでは、

有機農業ということでありまして、今これも県と相談しながら進めているんですが、もみ

がらや果樹の枝等をくん炭化をし、炭にして田畑に入れる研究を進めています。山梨県で

進んでいる４パーミル・イニシアチブの考え方も参考になります。ここは少し前倒しに、

県としても、試験場や普及所等も含めて、くん炭化したものをどのくらい田んぼや畑に戻

すのが一番理想的かとか、そういう研究をぜひ一緒にということで、期待をしているとい

うことを申し伝えたいと思っております。 

 それから、同じ資料、資料３－４の16ページでありますが、ここにも有機農業などの持

続可能な農業の面的拡大ということで触れられております。先程も委員の方から話があっ

たように、資格を取ったり、有機でやる場合には、この間の視察研修のときもそうだった

んですけれども、やっぱりそれに見合うコストがかかるわけであります。コストがかかっ
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た分だけ高く売れるかというと、なかなか難しいのが現状です。一方のもうかる農業のた

めには、そういったコストをかけないほうが手取りは増えるということになってしまう

と、なかなか進まないということであります。 

 生協ですとか、消費者の団体ですとか、学校給食、点とかではなくて、面的に理解をし

て応援してくれる人を増やす取組が必要です。少し時間がかかることかもしれませんし、

息が長い取組になるかもしれませんが、やっぱり県全体の県民広報みたいなことも含め

て、買い支えたり、安全で安心、それは豊かさとか幸せ感にもつながると思います。目に

見えるところで安全で安心なものが近くにあって、それが食べられるということはとても

幸せなことだと、さらには学校給食、消費者グループとかを含めて、みんなが価値を認識

して、少し高くても県産、それから安全安心なものを買おう、全体で地域も支えていこ

う、長野県の農業は長野県の消費者が支えていこう的な、思いを全体運動として作り上げ

ていくことが必要だと思います。なかなか指標も難しいと思うんですけれども、ぜひ思い

としてお伝えをしたいと思いました。 

 以上です。 

 

【末松会長】 

 ありがとうございます。 

 続いて、市川委員、お願いします。 

 

【市川委員】 

 よろしくお願いいたします。まず、指標のところなんですけれども、資料３－３の１ペ

ージの１番の４番ですか、空き家付き農地の取得件数というのがあるんですが、これ、私

には分からないんですが、我々の会で、農地の移動はチェックとかいろいろ、   けれ

ども、空き家付き農地の、何で指標をここへ出さなくちゃいけないかというのは、ちょっ

と私には理解ができなくて、どういうふうに考えていいか分からないというのが一つで

す。 

 それと、もう一つ、やはり農家の皆さん、農業の皆さんが生活しなくちゃいけないとい

うのが大原則なんですね。我々の先輩たちというのは、自分の働いた給料を考えずに、売

上げが幾ら、多かったというのが我々の先輩たち、20年、30年、私たちの親たちの考えだ

と思うんです。だけど、原則それは企業じゃないですね、本当に幾らもうかったのかとい

うのは分からないと思うんです。これが一番大事なことで、跡取りとか担い手が入ってこ

ないということだと思うんです。 

 これ、できるかどうか分からないんですが、この指標の中に、どうなんでしょう、その

世帯主の給料、要するに諸経費引いてどれぐらい利益が出たというようなものが作れるか

どうか。法人ですと利益が出せるんですけれども、法人の中でも従業員が給料、大体年間

300万円もらっていますよ、400万円もらっていますよというものが出せるかどうかという
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のも、ちょっと私もよく分からないんですが、何か表の中に、徐々に徐々に農家の皆さん

が手取りが増えていくというのが見えてくれば、基本的には担い手も増えてくるんじゃな

いかと私は思うもので、またこれは検討していただきたいと思います。 

 その次に、資料３－４の関係で全体的に話をしたいんですけれども、前段の話のよう

に、今、５ページですかね、目指す農業の姿のところに、やっぱり農業者の受皿となる地

域農業を牽引する売上額10億円以上の大規模農家法人が現れていますというのですが、私

たちは10億円が大規模農家と思っていないです。私たちが30年、40年前というのは、農業

の憧れで、８桁農業をやりましょうということが目標だったんですね。1,000万円台の農

家になりたいというのが目標だったんです。そして、30年、40年なって、今、１億円台の

農家が増えてきたと思うんです。それが飛び越えて10億円以上の大規模農家が現れていま

すというと、これは私からすると夢なんですね。もうそこに行く前に、やはり大規模農家

というのは１億円台というようにここのところで出しておかないと、後ろのほうへいきま

すと、10ページにいっても大規模経営体となっており、これは10億円プレーヤーだと、そ

して11ページにいっても、大規模農事法人の成長の支援と、その下の１億円台の法人の支

援はないのですかという、やっぱり大規模が10億円というのは、長野県でもやっぱり10社

いるかないかぐらいだと思うんですよね。やっぱり10億円プレーヤーじゃなくて１億円台

を目指すような法人を大規模農家という位置づけにしなければ、いきなり10億円というの

はちょっと私から見ると30年早いと思っていますね。 

 それで、８ページのところに、目標のところに、農業法人の経営体が今まだ1,000社ぐ

らいしかないんですね。私、これが少な過ぎると思うんですよね。これをもう少し増える

ように指導していかないと、やはり個人でやる農家よりは、やっぱり法人化にしていかな

ければまずいと思うんですね。やっぱり法人化にしてくれば、従業員の生活を守る、その

生活を守る中には、安定したお金を払ってあげる、もう一つ大事なのは、休みをしっかり

取れるという、そういう二つがあると思うんですよね。やっぱり農業者というのは体をな

かしてやっているもので、休みが取れないと、仕事のあるときはずっと働かなくちゃいけ

ないということで、やっぱりそれでその次に来るのは、担い手がいないという意味がある

もので、やはり農業も法人化をもっと増やしていかないと、この1,000社ぐらいだとすれ

ば少ないと思うもので、やっぱりそっちのほうで支援するように持っていったほうがいい

と思います。 

 そして、最後なんですが、１ページのところに、   のところにあるんですけれど

も、農業者の役割とか農業団体の役割とか、いろいろあるんですけれども、私、常日頃話

をするんですが、この中に林業を入れられないかと思っているんですよ。林業です。やは

り水は山から流れてくるもので、山が荒れ過ぎているもので、やっぱり林業をやってい

る、山林ですかね、森林というか、そこと提携しながら、やっぱり山も守っていかなけれ

ば、一番大事な水が流れてこないと思うので、また、台風19号のああいう災害もあります

ので、やっぱり森林も守らなくちゃいけないもので、今までの中に林業という言葉が入っ
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てこないもので、これからは、やっぱり林業のほうともうまく連携していかなければいけ

ないと思うんですね。それで、働くことによっても、農業者は冬場、秋から春先まで、冬

場ですよね、空いてくるもので、長野県の人は九州へ行って仕事を探すんじゃなくて、私

は森林とか林業の人たちと手を結んで、その間、冬場は、じゃ、林業のほうへお手伝いし

ましょうというようなところへ導いていったほうが、やっぱり地元で働けるもので、私は

そのようにしたほうがいいのではないかと思います。 

 以上です。 

 

【末松会長】 

 ありがとうございます。 

 引き続いて、所委員、お願いします。 

 

【所委員】 

 皆様方、いろいろな資料を作っていただきましてありがとうございます。お疲れさまで

ございます。何点か申し上げさせていただきたいと思います。 

 資料３－１から申し上げたいと思いますけれども、第１章の計画策定の基本的な考え方

の６番に、食と農業農村を取り巻く社会情勢の変化というのが幾つか載っておりますけれ

ども、ここへ気候変動という、農業にとっては大きな課題でありますので、こういうもの

が入れられないかということを思いますので、よろしくお願いします。 

 それから、前回私も申し上げたんですけれども、食料安全保障の観点をどこかへ表現し

たらどうかというようなことだったと思うんですけれども、どの辺のところに表現をされ

ているのかということを後でまたちょっとお聞かせください。 

 それから、私は前回も申し上げたんですけれども、人材の話と、それから生産の話、こ

れと並行して農地という項目立てができないかという意見を申し上げたんですけれども、

条例の基本理念にも、必要な農地、農業用水その他農業資源及び農業の担い手が確保さ

れ、というような一文もありまして、担い手の確保とともに農地の確保というのが記され

ています。資料３－１の左の３の施策体系の中のⅠの１のウですか、ここには地域農業の

将来像の明確化による担い手の確保と農地集積の推進というのがございます。あと、Ⅱの

１のアですか、地域農業の将来像明確化による適正な農地利用というのがございます。こ

れは両方とも人・農地プランの地域計画を前提としているもので、これは農地を活用する

人材をどう確保するかということと、農地を分類してどう活用していくかという考え方が

原点だと思いますので、ぜひ農地の活用と確保みたいな農地の項目というのをきちんと入

れていくことが適当じゃないかと私は思っています。 

 それから、計画の内容につきましては、ずっと皆様方もおっしゃっているように、農業

者の皆さんはもとより消費者の皆さんや子供たちにも理解できるようなものにしていただ

きたいということから、例えばⅠの２のイのマーケットニーズという言葉と３の実需者ニ
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ーズ、この違いは私、ちょっと勉強不足で申し訳ない、分からなかったり、それからま

た、Ⅰの３のウですか、多様な主体との連携や地域資源の活用による新たな価値の創出と

いう表現があるんですけれども、具体にどのようなことなのかというのがちょっと私も理

解できなくて、記載されている事柄を皆さんが想像して理解できるような言葉遣いにして

いただければとお願いします。 

 それから、農業生産基盤、土地改良なんですけれども、Ⅱの２のイに持続可能な営農を

支えるという言葉があって、農地、農用施設の整備というのがございますけれども、その

前段でⅠの２に稼げる農業の展開と信州農産物の持続的な生産という大きな項目がござい

ますので、そっちのほうへ入れればいいんだろうと。前回からあったんですけれども、ち

ょっと言い忘れた面がありまして、そこで、稼ぐ農業と持続的な生産を支える農地・農業

用施設の整備ということで一本化してもらったほうが分かりやすいのではないかと思いま

す。 

 それから、農業集落に多様な方々がこれから住居していくと思いますけれども、災害に

強くて基本的なインフラが整っていることがやっぱり条件、重要になってくると思いま

す。３年前の台風災害に遭われた町長が熱望していたのが一つありまして、雨降って、農

業集落内の農業用水の水路、排水路兼用の水路なんですけれども、これが能力不足で、至

る所であふれて、集落への被害を大きくしたというお話がありまして、水路の能力だとか

構造だとか、管理の仕方等に非常に大きな課題があるとおっしゃっていました。県は市町

村と連携していただいて、農業集落の生活条件の向上に取り組むことなどを県民の皆さん

に理解していただくためにも、そういうような排水路の整備だ、集落道だとか、そういう

ものの維持管理も含めてですけれども、Ⅱの２のイに農村集落の生活条件の整備などを項

目立てしていったらいかがかと思っています。 

 あとは、３－３ですけれども、達成指標につきましては、施策体系の進捗、今、施策の

体系がありましたけれども、３－１ですか、この進捗が施策体系に書かれていることが、

県民の皆さんが、どう進捗されているかというのが分かる指標を、できるだけ数は少な

く、設定すべきものではないかと思います。５年の目標は当然ですけれども、10年後であ

ったり将来の目標というのはここであって、それはゴールになるんですけれども、ゴール

がこれで、５年後にはこうですよ、のようなものができるのであれば、そういうものみお

示しいただければ有り難いと思います。 

 あとは、３－４の関係で、重点的に取り組む事項についてですけれども、先ほど申し上

げましたけれども、農地に関する施策というのは非常に大きな項目でございますので、行

政が牽引すべき課題と考えています。大中小の農業者が皆で農地を活用していくことが重

要でございますので、人・農地プランの地域計画の作成支援や、農地利用集積の推進に係

る農地中間管理機構の充実強化について、プロジェクトの６番として加えていただきたい

と思います。 

 以上でございます。 
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【末松会長】 

 ありがとうございます。 

 では、またここで県の方からお願いします。 

 

【荒井農村振興課長】 

 空き家付き農地の関係ですけれども、農ある暮らしを今後進めようという中で、何を指

標とすべきかということを検討させていただく中で悩み、現在、空き家付き農地につい

て、市町村を通じた既存の調査があるものですから、そういったものを継続して調査させ

ていただきながら状況を把握することを想定しておりまして、目的はそういうことで考え

ているということでございます。 

 

【塩川農業政策課長】 

 それから、さっきの食料安全保障の話ですけれども、今の内容でははっきりどこにとい

う形では入ってはおりません。全体を含めて、生産をしっかりしていくと、それから域内

消費をしっかりしていくと、そういう視点を入れて、入っているという状況でございます

ので、御意見として賜りたいと思います。 

 

【末松会長】 

 ありがとうございます。ここまでもすごく興味深い意見が出て、これをまた踏まえてと

いうことだと思います。最終的にまた議論はしたいと思います。 

 一度ここで休憩を取りたいと思います。今、手元の時計で３時11分ですので、３時20分

再開で、よろしくお願いします。 

 

（休 憩） 

 

【末松会長】 

 それでは、再開いたします。 

 引き続き委員の皆様から御意見を伺っていきたいというふうに思います。引き続き、１

人当たり５分でお願いしたいというふうに思います。 

 次は、ウェブから続木委員から、お願いいたします。 

 

【続木委員】 

 私からは、まず、素案の１ページの第１章の５、県民の参画と協働による計画の推進の

（１）農業者の役割ということで、消費者に信頼される安全で安心な質の高い農畜産物の

安定供給を行うという一文があります。それで、私、４月の東信地区の現地調査に参加し
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て、感心したというか、驚いたんですけれども、この中で、佐久で有機農業を実践してい

らっしゃるファームめぐるさんについてなんですけれども、私も、中村さんでしたかね、

の発言の中にもありましたけれども、農業の実践者としての経験から、有機農業で人並み

な所得を得ていくというのは本当に至難の業で、消費者には有機農産物は、従来の農法で

ある慣行農産物の２倍から、本当に３倍の値段で買ってもらわなければ、とても採算に合

わないという考えを持っていましたが、ファームめぐるさんではことさら有機農産物であ

るということを前面に出さずとも、慣行農産物と同じ価格で、品質でこちらのほうを選ん

でくれればいいというような説明があって、非常に驚きました。 

 さらに、殺虫や殺菌については生物農薬を使っているということでしたが、私の経験か

らも生物農薬は化学農薬に比べて非常に効き目が弱く、価格も高くて扱いが難しいので、

本当はファームめぐるさんのような農法はかなりコストもかかっていると思うんですけれ

ども、ファームめぐるさんではどんどん規模を拡大していて、いい経営もしているという

ことなので、私としてはあのときにもう少し掘り下げて、ファームめぐるさんで農業方

法、生産方法をお聞きしたかったんですけれども、あのときにはそこまでは聞けなかった

んですけれども、ぜひ県としてもこの一文に、安全で安心な質の高い農畜産物の安定供給

を行いましょうということであれば、ファームめぐるさんをモデルケースとして、その経

営方法をぜひちょっと研究していただいて、そして、その結果を他の農家への普及という

ことにもつなげていっていただければと思います。 

 それと、次に、この素案の４ページなんですけれども、下のほうの（６）国際情勢の変

化ということで、ここにも、ウクライナ情勢や世界的食糧供給に対する懸念も生じている

中で、食料自給率の向上や食料安全保障の強化への関心が一層高まっていますということ

で、私もアンケート調査の中で答えましたが、まさにそのとおりでありまして、そういう

意味で、非常に事務局としては難しいということは重々承知なんですけれども、例えば、

この素案の中の８ページの４、農業生産構造と目標という項の中では、様々な観点から数

値目標を挙げているんですけれども、ぜひここにこの際、食料自給率の目標値というよう

なものが具体的な数字を挙げられないものかということを提案させていただきます。 

 以上です。 

 

【末松会長】 

 ありがとうございました。 

 続きまして、竹内委員からお願いいたします。 

 

【竹内委員】 

 よろしくお願いいたします。消費者の代表ということで、竹内のほうからお願いいたし

ます。 

 まず、３－１の資料ですが、私のほうはⅢの魅力あふれる信州の食のところで、１の
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ア、持続可能な暮らしを支える地産地消及び地消地産の推進というところであるんです

が、地産地消については直売所の強化とか、いろいろ施策が見えてくるんですが、地消地

産についてどんな施策がされていくのかというのが３－４の資料を見てもよく分からない

ので、どんな作物をどのようにこれから取り組んでいくのかというのがよく見えないとい

うのが、消費者として思いました。 

 それから、１億円を超える直売所の数ということで、直売所の強化がうたわれているん

ですが、消費者としてはなかなか、直売所って遠いので、足繁く通えないんですよ。です

から、地元のスーパーでいつも県産食材、地元食材を買えるような取組を、ぜひその辺の

連携をお願いしたいと思います。 

 それから、３－３の指標のほうなんですが、指標のナンバー30の有機給食実施（献立の

ある）の学校の割合というところが新しく指標として出ております。私、栄養士として学

校給食現場で関わっていました経験上、学校現場は本当に子供たちに安全安心な食材をと

いうことで常に考えております。最初の委員のほうからも、なかなか提供してくれる農家

が少ないということが本当に現実なんですね。学校給食用の食材生産拡大、特にうたって

ほしいということが言われましたが、まさに私も望みたいところです。 

 それから、有機給食の実施ということで、何をもって有機給食の実施を数値とするの

か、１食分全てが有機食材であるのか、それとも１食材、１品でも使われていれば、それ

はもう有機食材、有機給食として捉えるのか、その辺のあたりがちょっと明確ではない

し、この数値の、指標の在り方がちょっと疑問だなというふうに思いました。 

 私のほうからは以上です。 

 

【末松会長】 

 ありがとうございます。 

 引き続きまして、清野委員、お願いします。 

 

【清野委員】 

 清野ですが、よろしくお願いします。私のほうからは、３－１の素案と、それから３－

４の素案について、述べさせていただきます。 

 まず、３－１の方の素案なんですけれども、３の魅力あふれる信州の食のところ、１の

食の地産地消をはじめとするエシカル消費の推進という箇所についてです。この計画の素

案を見たときに、消費者として主体的にどう関わっていくのかということ、そういった動

機づけのための計画でもあると捉えました。消費者として、どういったことができるだろ

うかと考えたとき、この箇所がエシカル消費ということで指針になると思いました。地元

の農産物を購入することなどの地産地消を意識することや有機農業などをきちんと理解す

ることで自身の消費行動を変えていくこと、それがエシカル消費につながり、そのことが

きちんと計画に盛り込まれていて、とても良いと思いました。 
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 また、エシカル消費について、地域、環境の視点の項目をいろいろ書いていただいてあ

るんですけれども、３－４の素案の中には記載があるのですが、もう１点加えていただき

たい視点があります。先日、松川町で私も生産者さんのお話を聞かせていただきました

が、農業分野と福祉分野の農福連携を、人や社会という視点からのエシカル消費に加えた

ら良いのではないか、と思いました。 

 それから、３－４の素案の中ですけれども、21ページの基本方向３の１のウの部分、二

つ目の●のところ、おいしい信州ふーど、サステナブルの発信などをうたっていただいて

あって、消費者としては分かりやすいと思うのですが、価値のあるものをきちんと理解す

るためにも、認証であったり、サステナブルの表示など、消費者にとってはそれが目安に

なると思うので、そういったことも大事にしていってほしいと思います。 

 それから、次ページ、22ページの３の２のイのところですけれども、いろいろと食育で

あったり農育の推進を計画していただいてあり、大変ありがたいと思いました。その部分

では体験ということが非常に大切であると今までも何度か申し上げてまいりましたが、な

かなか現地に行くことが難しいという声もあります。県の出前講座など見せていただく

と、環境にやさしい農業の講座などがあったりとか、あと、信州環境カレッジなども活用

していただいて、座学やオンラインなどを活用して子供たちにそういったことを伝えてい

く場も、より積極的に行っていただけたら、次世代へもつながっていくと思います。また

消費者にとっても、そういった学びの場を得ることは非常に重要で有意義であると思いま

すので、ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

 以上です。 

 

【末松会長】 

 ありがとうございました。 

 今までのところについて、県のほうで回答ができる部分があったらお願いします。 

 

【村山農産物マーケティング室長】 

 竹内委員さんからいただきました地消地産の関係につきましては、消費者の視点からの

言葉ということで、消費者の皆さんが地域で消費するものを地域でしっかり生産していき

たいということで、これまでの取組の中では、旅館とか県内の飲食店から、いわゆる県

外、海外産を使っているものを県内産に置き換えられればということで、そういった要望

もお聞きする中で、生産現場に伝えながら、県内での生産を増やしていけるものは増やし

ていきたいということでございます。これらの施策についても、次期計画の中でしっかり

と施策を構築していければということで、今後詳細を検討してまいりたいというふうに考

えております。 

 あと、指標の学校給食の割合についてなんですが、昨年、実は各学校にアンケートを取

らせていただきまして、それを踏まえて、今回の指標に入れるに当たって再度、教育委員
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会と連携してアンケートを取らせていただきたいと思っています。まさに委員さんのほう

からお話ございました基準については、全部を使うというのはなかなか難しいところがあ

りますので、まず１品でも活用できればというところになると思いますけれども、御意見

のとおり定義をアンケート調査において決めて、指標にしてまいりたいと考えておりま

す。 

 また、清野委員からもありました、御意見につきましては、実際の施策の検討の中でし

っかり深めていければと思います。よろしくお願いします。 

 

【末松会長】 

 よろしいですか。 

 そうしたら、引き続き、また委員の方から御意見をいただきたいというふうに思いま

す。 

 倉﨑委員、お待たせしました。よろしくお願いします。 

 

【倉﨑委員】 

 それでは、意見を述べさせていただきます。青果の流通業者という立場での話になりま

すけれども、まず、そもそもこの期に及んで基本的な質問になってしまうんですけれど

も、そもそもこの計画の範囲というのはどのレベルの範囲なのかをちょっと教えていただ

きたい、というのが、どういうことかといいますと、この素案をずっと読んでいて、稼げ

る農業、すばらしいことだと思うんですけれども、稼げるためのいろいろな施策は打って

きているんですが、稼ぐための施策がない、売るということについての施策が非常に弱い

気がしています。ただ、これは稼げる農業を生産をするところまでだということであれ

ば、理解ができるんですが、実際、稼ぐということ、金に換えていくということを、我々

はその仕事をしているんですけれども、ここの部分までが施策になるのか、それとも、稼

げるレベルのところで、農業なので、なのかという、その辺のところをちょっと区分を教

えていただければと思います。 

 それが感想なんですけれども、この素案の中につきまして、一つ提案なんですけれど

も、この地産地消の部分、これは実は先ほどの竹内委員のところとかぶる部分があるんで

すけれども、指標として、売上げ１億円を超える農産物直売所の数と売上高、これが地産

地消の一つの指標ですという理解だと思うんですけれども、これはこれで非常に重要なも

のだと思って、私も評価をしております。ただ、地産地消という考え方をしますと、わざ

わざ直売所まで行って買う地産地消と、日常生活の中で毎日スーパーに行って買う地産地

消があると思っています。今のスーパーではほとんどのスーパーで生産者の直売コーナー

を設けていまして、そこでの売上げというのはかなりの部分になっていると思っていま

す。ただ、この数字が把握できるのかどうかということは、ちょっと私、分からないんで

すけれども、ここの数字が恐らく日常生活の地産地消の指標なのかなというふうに感じて
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おります。 

 それともう一つは、例えば当社の例を見ますと、当社の場合は長野県産の取扱いという

のが、全農長野さんの取扱いが大体130億円ぐらいあるので、そのほかの一般の生産者を

含めますと、ほぼ200億円に近い長野県産品の取扱いをしております。この多くの部分を

長野県内のスーパーに卸していますので、恐らくこの直売所と対極にある部分として、同

じぐらいの額の地産地消には貢献はできているのかなというふうに思っています。ですか

ら、いろいろな形で地産地消の部分の数字を把握していくべきかなと思っています。た

だ、それがどの程度まで現実的に把握できるのかということが、私は今、答えを持ってい

ないので、一つできるものがあれば、もう一つぐらいの数値が必要なのかなという感じを

持っております。 

 それと、プロジェクトの日本一を目指す果樹四大品目の産地力向上、これはもう大賛成

で、ぜひ積極的にお願いをしていきたい。今までのところでずっと感じていたのは、シャ

インマスカットを中心としたブドウに偏重するというきらいをすごく感じておったんです

けれども、やっぱりこの４つの品目に重点を置いてやっていくんだと。正直申しますと、

前回のときもお話をしたんですが、シャインマスカットのブームに対して若干、まだ言葉

できちんとした説明はできないんですけれども、どことなく陰りを感じるようなことを感

じております。一つには品質のばらつきが出てきているということと、それから、需要が

そろそろ追いつかなくなってきているということを、若干の部分ですけれども、感じてい

る。恐らくまだまだ続くとは思うんですけれども、何か嫌な予感をしているのも現実、そ

れともう一つは、輸出にシャインマスカットというのは非常に効果的な商材ではあるんで

すが、韓国から東南アジアに向けてのシャインマスカットの輸出もかなり増えている、こ

れがもう価格競争力の部分で言うと、圧倒的に向こうのほうが安いので、その部分が海外

でどの程度闘っていけるのかというところが懸念材料として挙げられているので、そうい

う部分で行きますと、ブドウについてはまだまだ稼げるんですけれども、その他、そもそ

もやっぱり長野といえばリンゴであるとか、海外で非常にニーズの高い桃であるとか、こ

ういうものの生産振興というのは非常に重要な部分だと思いますので、ここの部分の拡大

策というのは大賛成で、積極的にお願いをしていきたいというところであります。 

 以上であります。 

 

【末松会長】 

 ありがとうございました。 

 引き続いて、竹村委員からの御意見ですが、事務局のほうから御説明をお願いします。 

 

【山宮農業政策課企画幹兼企画係長】 

 竹村委員におかれましては、急遽本日、御欠席となりました。書面で御意見をいただい

ておりますので、お配りさせていただきたいと思います。 
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 御意見といたしまして、意見交換テーマ１のほうを御覧いただきたいと思いますが、資

料３－１に関しましては、全体的に長野県らしさが感じられない気がしますというような

御意見であります。やはり長野で農業をする意義が伝わる、魅力ある施策が求められてい

るのではないかということでございます。 

 それから、資料３－３に関しまして、達成指標ですけれども、５番、先ほど矢島委員か

らも御指摘がありましたが、マイスターの関係で、マンネリ化しているような中で、単純

に認定数を増やすのではなくて、ステップアップのための認定後の活躍の支援、そういっ

たもののほうがいいんじゃないかという御意見をいただいております。 

 それから、30番、有機給食の関係ですけれども、有機で作った野菜は味が違うなどの感

覚の違いを伝えるのではなくて、栽培方法の違いをしっかりと教えて、偏った考え方が子

供たちに伝わらないような食育になるようにしていただきたいということです。 

 それから、資料３－４です。施策体系の２、しあわせで真に豊かな暮らしを実現する信

州の農村というところですけれども、農的つながりの部分では、観光や関係人口といった

移住のきっかけとなる取組も文言に入れたほうが明確化されていく気がしますということ

です。 

 それから、重点的に取り組む事項の部分でございますが、農業技術のシステム化、デー

タ化にも取り組んで、新規の参入の負担軽減につながるマニュアル作成など、できるとよ

いと思いますというようなことです。 

 意見交換テーマ１に関しましては、以上でございます。 

 

【末松会長】 

 では、ここまでについて県の方から、倉﨑さんの質問も含めて、お願いします。 

 

【塩川農業政策課長】 

 先ほどの、売るための施策というお話でしたが、今回の審議会の根拠となる条例にも、

農畜産物の販路の拡大についても触れてはおります。事業者と連携強化をして必要な措置

を講ずると。私どものほうもその辺は承知をしておりますので、ちょっと今後検討という

か、どんな形で入れていくかはちょっと考えてみたいと思います。 

 

【末松会長】 

 ほかはよろしいですか。 

 

【村山農産物マーケティング室長】 

 先ほど倉﨑委員のお話にございました地産地消の関係の、スーパー的な扱いですけれど

も、スーパーの中に入っているインショップについては直売所としての扱いの中で把握し

ているところでございますけれども、実際、各スーパーさんにおかれましてはエシカル消
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費の推進ということで御協力いただいている部分もございますので、そういったエシカル

消費の推進の中で、地元のものを購入していただく地産地消を積極的に推進していただけ

るよう、連携して進めていけるように検討していきたいというふうに考えているところで

ございます。よろしくお願いします。 

 

【末松会長】 

 ありがとうございました。最初のテーマについて、皆さんの意見を伺いました。 

 ここで会長がまとめというのがここに書いてあるんですけれども、皆さんの意見につい

ては、今もうちゃんと発言していただいて、それがみんな県に伝わっていると思いますの

で、これからちょっと私もコメントしますが、これはまとめというよりも、私の個人の意

見が入っているものだとしてお聞きいただければと思います。 

 まず、思ったんですけれども、表現なんか、本当にここまでよくできているとは思うん

ですが、幾つか調整をするべきところとか、整合性を取るべきことというのがあるんじゃ

ないかなというふうに思いました。 

 あと、私も思っていたんですけれども、今回、稼ぐことというのを非常に大切、一つの

キーワードにしているとともに、中に書いてある、しあわせで真に豊かなというキーワー

ドもあります。ばりばり稼ぐことだけが目的でなくて、農業というのはあるということ、

一方でしっかり収益を上げていくことが大切だということ、両方の意見があって、これは

必ずしも対立するものではないと思うんですが、そこらのまとめ方というのはこれからよ

く検討していただいたらいいんじゃないかなというふうに思いました。 

 あと、その前提として、やっぱり農産物の価格の話というのは、長野県、いいものを作

っていて、それなりにはちゃんと収益を上げているんでしょうけれども、さらに価格をし

っかり上げていくということが大切だということを私は強く感じました。それは、今まで

一般の産業のときに言われる効率化、経費削減だけではなくて、ちゃんと付加価値を認識

してもらうことの重要性というのがあるんじゃないかと思います。これを政策でどういう

ふうにできるかというのは難しいとは思うんですが、有機農産物であることの価値とか、

何度も意見で出たエシカルということについて、ちゃんとこういうものに価値があるとい

うことに気がついてもらって、ちゃんとその付加価値を認めてもらって取引されていくよ

うなことが大切だというようなことだというふうに思います。ただ、これはいいものだか

ら高く買ってと計画に書いてもしようがないような気がするので、価値があることをうま

く伝えていくということが大切なんじゃないかなというふうに思いました。 

 また、売っていくというのは、本当に庭先で農産物を売って経済が終わりになる時代で

は全くありませんので、消費者に理解をしてもらうとともに、関係の流通を担われる

方々、いろいろな方々に価値を分かってもらうと、その価値のキーワードはいろいろ出て

きたと思うんですけれども、有機という価値もあると思いますし、これからエシカルとい

うキーワードもあると思いますし、地産地消というキーワードもあると思うんですけれど
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も、そういうことをうまく盛り込んでいけるといいんじゃないかなというふうに思いまし

た。 

 あと、幾つかの数値目標については、私もいろいろ見ながら、本当にこの目標でいいの

かなと思いながら、対案を考えると、それは数字を取れるかなという、そういうことが幾

つかあるような気がしましたが、このままでいいのか、どういうものを使うかというの

は、また再検討していただければというふうに思います。所委員とか市川委員とかにいろ

いろ話を聞きながら、収入がどれだけ上がると、例えば、個人的に思ったのは、その農家

の経済状況というのは、農産物の経費を引いた収入に加えて、例えば年金がある方とか、

ほかの収入がある方とか、全体で生活しているわけですから、そういうものが向上してい

けば、多分みんな幸せになると思うんですけれども、そういう数字を目標に作るのは確か

に難しいような気がするので、どういうものができるかという現実的なことと、狙うこと

は何なんだということの折衷を、事務局のほう、大変なことだと思いますけれども、検討

いただければというふうに思いました。 

 あと、幾つか最近の事情で、くん炭化の話がありましたけれども、私は別のところでも

いろいろ議論をしているんですけれども、これから地球温暖化対策というのは非常に重要

になってくるというふうに思います。これからは完全な個人の意見ですけれども、これか

ら基本的に、工場とかでいろいろ事業をしていくときにＣＯ２って出せなくなるんですよ

ね、大きな流れで行くと。今までは、100トン出しているのを50トンに下げた、偉いでし

ょうという話だったのが、１トンも出すなという話になってくるわけですね。そうする

と、どこかで吸ってくれなくちゃいけないと。森林で吸うのが一番大切ですが、農業の分

野でもそういうことに貢献できることがあるということは、これから大きくクローズアッ

プされるんじゃないかというふうに思います。くん炭化で炭を埋めれば物すごくもうかる

ということではないと思うんですけれども、そもそも農業が地球温暖化に加担してしまう

というマイナスは除去できて、さらに、ほかのことをオフセット、相殺するようなプラス

もあるということではプラスになると、くん炭化だけじゃない、いろいろな動きがこれか

らありますので、そういうところに早く目を向けるというのは大切な気がいたしました。 

 あと、最終的に書くときの表現で、初めてこういうのを見ながら思うのかもしれないで

すけれども、例えば、四大品目とか、いろいろな書き方があるんですけれども、四大品目

はしようがないのかもしれないですけれども、できるだけ具体的なものを書いたほうがい

いような気がするんですよね。リンゴ、ブドウ、梨、桃と書けるんだったら、書いていた

ほうが、後で見るときに、これは何をやるのかなと、果樹が大切だとか、果樹の中の何が

大切だとかいうことのやつは、一般の方々が見ることも前提にして表現を、無核ブドウと

かいろいろ書いてありますけれども、どういうブドウが大切なのかということは、ちょっ

と県の方の御家族とかにも読んでもらって、分かるかどうかというのをやられるのがいい

んじゃないかなというふうに思いました。 

 こういうことを踏まえて、また事務局では調整して、最終的な案を作っていただければ
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というふうに思います。 

 次のテーマに移ろうと思うんですけれども、今のところで県のほうから何か、いいです

か。 

 では、また最後に部長からお話をいただくことにして、続きまして、資料３－２に基づ

きまして、次期計画の基本目標につきまして、これまで出されました意見、提言も踏まえ

て、各委員から１人一、二分を目安に御意見をいただきたいというふうに思います。資料

３－２、ありますですね、それをまた基にお願いしたいというふうに思います。またこれ

も名簿順で全員から御意見を伺いたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 いつも最初で恐縮ですが、矢島委員、お願いいたします。 

 

【矢島委員】 

 やはり稼ぐ農業という言葉、キーワードがすごくたくさん出てきたので、農業をするこ

とが豊かにつながるということを踏まえて、５番の、豊かさを創造する魅力あふれる信州

の農業・農村と食という目標がいいかなと思いました。 

 以上です。 

 

【末松会長】 

 ありがとうございます。 

 引き続き、中村委員、お願いします。 

 

【中村委員】 

 みんないいと思うんですけれども、２番目の魅力あふれる農業という言い回しが、まあ

無難でいいかなと私は思いますけれども。そんなところです、すみません。 

 

【末松会長】 

 ありがとうございます。 

 引き続き、山下委員、お願いいたします。 

 

【山下委員】 

 そうですね、現実的なことで言うと、持続可能にしていくことが、もう今、持続してい

くことが最優先という感じになってきているので、持続可能なというのが入っているほう

がいいかなというふうに思って、一応、４番でお願いします。 

 

【末松会長】 

 ありがとうございます。 

 これは順番に県からはコメントいただかなくていいですね。 
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 次は武重委員、お願いします。 

 

【武重委員】 

 何回か読んだんですけれども、自分の中では４番目か５番目、どちらかというと５番目

の、豊かさを創造する魅力あふれる信州の農業・農村と食がいいかなと思っております。 

 以上です。 

 

【末松会長】 

 ありがとうございます。 

 次に市川委員、お願いします。 

 

【市川委員】 

 私は１番の、未来に続く、信州の豊かな農業・農村と食というのがいいと思うんです

が、逆に一つ提案で、私は、未来へつなぐ、しあわせ信州の食と農業・農村という言葉、

長野県は今、しあわせ信州というのを売りにしているもので、しあわせ信州という言葉を

入れられないかなと、これは個人的な考えなんですが。 

 

【末松会長】 

 もう一度、今のを、ちょっとメモしたいので。 

 

【市川委員】 

 未来へつなぐ、しあわせ信州の食と農業・農村。 

 

【末松会長】 

 ありがとうございます。 

 では、所委員、お願いいたします。 

 

【所委員】 

 この計画が大人の人たちの話題になったり、こんなこと言っていいのか分からないけれ

ども、酒のさかなになったり、子供の授業で取り上げられたり、そんなような言葉にして

いただきたいなと思います。一つ気になるのが、農村という言葉はこれから、今まで農村

というのはあったでしょうけれども、今でもあるのかな、これからいろいろな方が居住す

るようになって農業者も少なくなってくると、農村という概念が少しずつ変わっていくだ

ろうなと、今回はまあ条例にあるから、農村という言葉を使うんだろうなと思いますけれ

ども、今後こういう言葉遣いというのもちょっと見直ししていったほうがいいのかなとい

う気はしましたが、先ほど申し上げたとおりで、話題になるようなものであってほしいと
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思います。 

 以上です。 

 

【末松会長】 

 この中からお選びはされないですか。 

 

【所委員】 

 この中から選べと、どれもすばらしいと思います。ただ、私、農村という言葉を使わな

いとすると、信州暮らしとか、魅力いっぱいだなと、そんなような言葉遣いが好きです。 

 以上です。 

 

【末松会長】 

 かしこまりました。 

 引き続き、続木委員、お願いします。ウェブですね。 

 

【続木委員】 

 私のほうからは、まず目標設定に関するキーワードということに関してなんですけれど

も、やはりこれは７月に行われた東信地区の現地調査で牧舎みねむらさんをお訪ねしたと

きに、みねむらさんは今、畜産は飼料価格の高騰で危機的状況で、特に今、これを乗り切

るには、耕種農家、種をまいて野菜や、あるいは稲作や、農家ですね、そういった農家と

畜産農家との連携、いわゆる耕畜連携が非常に重要じゃないかなというようなことをおっ

しゃっておりましたので、私はこのキーワードの中に、ぜひ耕畜連携という言葉を入れて

いただきたいと思います。 

 それで、基本目標の候補ということですが、やはり私は現実的な問題として、４番目

の、人と地域が育む持続可能な信州の農業・農村と食というものを選びたいと思います。 

 以上です。 

 

【末松会長】 

 ありがとうございます。 

 引き続き、竹内さん、お願いします。 

 

【竹内委員】 

 私も４番目の、人と地域がというところの目標がいいと思います。人と地域のつなが

り、とても大事だと思います。また、農村という言葉につきまして、先ほどの所委員と全

く同感で、農村という言葉にちょっと違和感を覚えているところです。 

 以上です。 
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【末松会長】 

 ありがとうございます。 

 次に、清野委員、お願いします。 

 

【清野委員】 

 私は２番目の、未来に続く、魅力あふれる農業・農村と信州の食がいいと思いました。

その理由ですけれども、持続可能なという意味を込めて、未来に続くというところを選び

ました。それとあと、次世代につなぐことも意識しました。それと、最後の信州の食とい

うのがとても響いて、これも大切にしなければいけない大きな視点だと思ったので、これ

を選びました。 

 以上です。 

 

【末松会長】 

 ありがとうございました。 

 引き続き、倉﨑委員、お願いします。 

 

【倉﨑委員】 

 私は迷わず４番を選びました。というのは、今日の会議もそうなんですけれども、持続

性と多様性ということがキーワードとしていろいろなところから出ていたので、いわゆる

最近のはやりで言うとサステナブルとダイバーシティーということだと思うんですが、こ

の二つを包含しているテーマとなると４番かなというふうに結びつけて、挙げさせてもら

いました。 

 以上です。 

 

【末松会長】 

 ありがとうございます。 

 続いて、竹村委員からの御意見ですが、またこれも事務局より御説明願います。 

 

【山宮農業政策課企画幹兼企画係長】 

 先ほどお配りしましたペーパーの一番下のところでございますが、竹村委員からは、４

番をベースに、持続可能なというところを未来につながるにしてはどうかということで、

人と地域が育む未来につながる信州の農業・農村と食がよいですということです。 

 

【末松会長】 

 ありがとうございました。これで皆様から、これはあれですよね、どれか一つにしなく
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てはいけないので、また今の意見の趣旨と背景、それから、その前の意見も踏まえて、事

務局のほうで考えていただいて、ということだと思います。また、どういう趣旨でこう決

めようと思うかというのは、ぜひ各委員に個別にちょっと教えていただければというふう

に思います。 

 私は、どれでもいいと言うと何か責任逃れみたいなんですけれども、どこもいいと思う

んですが、やっぱり今お話を聞いていて、本当はもっと長くていいんだったら、地域の中

で連携する話、それから、農村という言葉だけじゃなくて、地域とみんなでやるというイ

メージとか、こういうことがいっぱい載っているのがいいような気がしましたし、外から

見たら、外から見て魅力があるものを作っちゃうんだという自負があるのもいいというふ

うに思いましたけれども、今、皆様のお話を聞きながら、いろいろなことを踏まえなが

ら、最後はえいやと決めるしかないんじゃないかなというふうに思いましたし、こういう

ものはそういうものじゃないかなというふうに思っております。 

 以上で、我々委員に出された課題は取りあえず議論ができたということでございます。 

 あとは本来、その他ということで、事務局から説明をお願いすることにしているんです

が、事務局のほうから、今までの議論を踏まえて何かあれば、お願いしたいと思います。

また最後の御挨拶で言っていただいてもいいですけれども、何か計画策定に向けての、今

までの我々の意見を踏まえて、どういうつもりかというような話もちょっといただければ

というふうに思います。すみません、むちゃぶりで、よろしくお願いします。 

 

【小林農政部長】 

 会長、ありがとうございました。今、会長のほうから御指名いただきましたので、少し

コメントさせていただきたいと思いますけれども、語句の表現の仕方ですとか、それか

ら、施策とそれに伴う達成指標の設定等については、今後、事務局のほうでさらに精査さ

せていただいて、整合が取れるようにしてまいりたいというふうに考えておりますので、

次回までにはそういった部分のところも合わせていきたいというふうに思っていますの

で、よろしくお願いしたいと思います。 

 特に今回、先ほど会長にもちょっと取りまとめていただきましたけれども、少し話題に

なっていたのが、稼ぐ農業という部分のところと真の豊かさという部分のところが、少し

大きな話になってきているかなというふうに感じました。10億円という言葉がちょっとひ

とり歩きしている感もあるのかなというふうに考えていますけれども、私どもとしては、

農業という部分のところの真の豊かさという表現については、これまでの物質的な豊か

さ、お金を払って何でも買えるよという、そういう豊かさではなくて、例えば、先ほどあ

った家族と過ごす時間だとか、地域とのつながりだとか、そういった本当の意味での豊か

さという部分のところが、農業はそういったことが実現できるんですよという部分のとこ

ろがありますよというところが非常に大きなポイントだと、これが子供たちの憧れにもな

る、将来の担い手の憧れにもなっていくということも一方でありますし、稼ぐというほう
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で行けば、確かに１億円ですとか10億円ですとか、指標に出しましたけれども、そういっ

た部分で、子供たちもきちんとみんな大学まで卒業させるだけの、そういった収入も得ら

れますよというようなことも表現していく必要があるということで、そういった意味で記

載をさせていただいているということで、何もこちらを進めていくということではなく

て、両立していく、相対するものではないということで考えているということで御理解い

ただければいいのかなというふうに思っていますけれども、そういったことも含めて、今

後、事務局の中で、どういう表現をしていったらいいかというようなことも検討してまい

りたいと考えておりますので、引き続き委員の皆様方には御意見、御提言いただければと

いうふうに考えておりますので、今しばらく御協力をお願いしたいと思います。よろしく

お願いいたします。 

 

【末松会長】 

 ありがとうございます。中村委員から挙手、挙がっていると思うので、お願いします。 

 

【中村委員】 

 今のも含めながら、さっきの資料３－２の考え方の文章ですけれども、子供たちが憧れ

るような稼げる農業の稼げるは、幾ら何でもやめてほしいと思うんだけれども、子供たち

が稼げる農業に憧れるというのはもう、幾ら何でもこれはちょっと、この稼げるは削除し

ていただきたいと思います。 

 

【末松会長】 

 今おっしゃったのは、基本目標の設定の考え方で、こういうワードを掲げるというのは

よくないと。 

 

【中村委員】 

 考え方のところの、初めてここで、皆が憧れるというところが、子供たちがというふう

に来ているので、さすがに子供たちに向かって、稼げる農業が憧れだなんて、それを実践

するんだなんて言い回しは、とてもじゃないけれども、ちょっとこの言い回しは耐え難い

言い回しだと思うので。 

 

【末松会長】 

 分かりました。 

 

【中村委員】 

 本当は、ここが魅力的とかの、本当はそういうことなんだと私は思いますけれども。 
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【末松会長】 

 そこも踏まえて。 

 

【中村委員】 

 とにかくこの文章に入っている、稼げるというのは、幾ら何でもやめてください。 

 

【小林農政部長】 

 貴重な御意見ありがとうございます。稼ぐということが直接子供たちの憧れということ

にならないということだというふうに理解しましたので、そこを含めて、修正はさせてい

ただきたいと思います。ただ、稼ぐという部分と10億円という言葉が出ておりますけれど

も、ここの部分を改めて出しているというのは、一つ、実際に農業者の減少が本当に著し

く減少しています。ここ５年で25％減ってしまってきているというのが現実としてありま

す。そのリタイアした農業者の農地ですとか、そういったものを受け入れるところを作る

ということは非常に重要だと考えておりまして、そのためには大規模な生産法人、法人の

育成ということで、市川委員にも言っていただきましたけれども、そういった受入れとな

る大規模な法人を、中村さんたちの経営もそうだと思いますけれども、そういった経営を

されている方もいらっしゃいますので、そういった方たちを作っていくという意味での、

稼げるといいますか、ということで表現をさせていただいているということも御理解をい

ただければというふうに思います。 

 

【末松会長】 

 ちょっと私がコメントするのもあれですけれども、中村さんの、私も思うんですけれど

も、この基本目標の説明としてどう言うかというのと、それから、全体としてそういう要

素が入っているかというのは、また二つ、別の問題だと思いますので、今、部長がおっし

ゃられたように、全体の中でそういう項目のことが大切だということは当然あると思いま

すので、そういうことを全体を踏まえて御検討いただければというふうに思います。 

 

【中村委員】 

 了解しました。 

 

【中村委員】 

 ちょっとすみません。できれば、今私が言うような言い回しも、どこかに入れてほしい

んですけれども、結局、地域の農業というのは、親元就農したような、そういったいわゆ

る家族経営の人たちがいて、それから、そういう人たちが規模拡大して法人化している人

たちがいて、それから、新規就農の人たちがいて、農地を守る、それから、その後に企業

が入り込んでやっていると、大体その４つのパターンだと思うんですけれども、その言葉
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があって、それらがいろいろな形で交じり合いながら、荒廃農地を出さずにその農地とい

うのは守られているはずなので、そういったことの前提の中で、その中で農地を広めにや

るとすると、やっぱり規模拡大した、そういう人たちが、アメリカやヨーロッパのように

やらざるを得ない時代になりつつあるのかな、みたいな言い回しがどこかにあればいいな

と、ちょっと聞きながら思いました。すみません。 

 

【末松会長】 

 はい、分かりました。そこも踏まえて、よろしくお願いします。 

 

【小林農政部長】 

 ありがとうございました。 

 

（３）その他 

 

【末松会長】 

 それでは、次に、会議事項（３）のその他でございます。事務局から説明をお願いしま

す。 

 

【山宮農業政策課企画幹兼企画係長】 

 その他でございますが、資料２ですね、今後のスケジュールで申し上げましたが、今後

の計画素案の扱いについて御説明させていただきます。 

 ただいま大変様々な意見をいただきました。事務局で計画素案を具体的に作ってまいり

まして、今後、10月下旬から11月上旬にかけて、改めて個別で各委員の皆様に御説明させ

ていただきたいというふうに考えております。コロナウイルス感染症の関係もございます

ので、ウェブによる実施ということも考えておりますが、詳細な日程につきましては、ま

た改めて連絡をさせていただきますので、お忙しい中でございますが、御協力をよろしく

お願いしたいと思います。 

 ちなみに、次回は第５回は一応、11月18日に予定をされておりますので、よろしくお願

いしたいと思います。 

 以上でございます。 

 

【末松会長】 

 ありがとうございます。それでは、その方向で進めていただくようにお願いします。委

員の皆様も御対応をよろしくお願いします。 

 最後に、委員の皆様におかれましては本当に御熱心に御審議をいただき、ありがとうご

ざいました。時間も参りましたので、本日の議事を終了させていただきます。 
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４ 閉  会 

 

【山宮農業政策課企画幹兼企画課長】 

 末松会長、大変ありがとうございました。 

 それでは、また最後に小林農政部長から御挨拶を申し上げたいと思います。 

 

【小林農政部長】 

 末松会長さんはじめ出席していただきました委員の皆様方には、本当に貴重な御意見、

御提言いただきました。誠にありがとうございました。私ども事務局のほうで、いただい

た意見を基に、またさらに地区部会ですとか、ほかの関係の皆さんからも意見をいただい

ておりますので、そういったことも参考にさせていただいて、取りまとめをさせていただ

いて、先ほど担当のほうから申し上げましたけれども、10月もしくは11月頃に改めて個

別、もしくはウェブによる会議というような形で皆様方に御提示をしてまいりたいという

ふうに考えておりますので、引き続きもうしばらく御協力をいただければというふうに考

えております。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

【山宮農業政策課企画幹兼企画課長】 

 ありがとうございました。 

 それでは、以上をもちまして第４回長野県食と農業農村振興審議会を閉じさせていただ

きます。 

 皆様、お気をつけてお帰りいただければと思います。また、ウェブで参加いただいた皆

様、大変ありがとうございました。会議のほうを終了させていただきたいと思います。お

願いいたします。 

 


